
　
　
　
宗
像
市
誕
生
の
背
景
と
経
緯

　
内
陸
部
の
旧
宗
像
市
域
は
、
横
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
国
道
３
号
が
走

り
、
交
通
の
利
便
性
が
高
か
っ
た
。
大
規
模
店
舗
や
、
む
な
か
た
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

ア
ス
テ
ィ
21
学
術
研
究
拠
点
が
立
地
し
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
文

化
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。

　
一
方
、
旧
玄
海
町
は
釣
川
の
ほ
と
り
に
地
域
の
歴
史
的
・
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
、
宗

像
大
社
が
鎮
座
す
る
。
海
岸
線
の
北
に
は
県
内
屈
指
の
水
揚
げ
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
、

南
に
は
神
湊
漁
港
が
あ
る
。
旧
大
島
村
は
魚
介
類
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
釣
り
堀

な
ど
を
備
え
た
市
海
洋
体
験
施
設
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
が
あ
る
。
合
併
以
前
か
ら
宗

像
市
郡
の
住
民
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
文
化
活
動
な
ど
日
常
の
生
活
圏
は
一
体

化
し
て
い
た
。
行
政
面
で
も
上
・
下
水
道
、
消
防
・
救
急
医
療
、
ご
み
処
理
な
ど
の

分
野
で
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
、
当
時
の
瀧
口
凡
夫
市
長
が
市
議
会
で
宗
像
市
郡

１
市
３
町
１
村
（
宗
像
市
・
玄
海
町
・
福
間
町
・
津
屋
崎
町
・
大
島
村
）
の
大
同
合

併
の
必
要
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
10
（
98
）
年
３
月
の
玄
海
町
議
会
で
当

時
の
和
田
延
広
町
長
が
「
早
く
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
」
と
宗
像
市
郡
５

町
村
に
よ
る
大
同
合
併
の
考
え
を
表
明
し
た
。
同
年
10
月
に
「
宗
像
市
・
玄
海
町
合

併
研
究
会
」（
市
町
の
職
員
で
構
成
）
が
発
足
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
４
月
の
統
一
地
方
選
で
当
選
し
た
玄
海
町
の

木
村
久
生
町
長
が
初
当
庁
日
の
職
員
へ
の
訓
示
で
「
合
併
論
議
は
町
長
と
議
会
だ
け

で
進
ん
で
き
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
組
織
に
協
力
を
求
め
て

町
民
中
心
の
論
議
を
し
た
い
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　
一
方
、
早
期
合
併
を
目
指
す
宗
像
市
と
玄
海
町
の
住
民
団
体
「
宗
像
人
の
会
」
が

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
１
月
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合
併
協
議
会
設
置
を
求

め
る
署
名
簿
を
両
市
町
の
選
管
に
提
出
し
た
。
署
名
数
は
宗
像
市
６
６
９
７
人
分
、

玄
海
町
３
５
４
０
人
分
。
合
併
特
例
法
に
定
め
る
住
民
発
議
に
必
要
な
有
権
者
数
は

50
分
の
１
以
上
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
倍
、
22
倍
と
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
２
月
に
は
、
瀧
口
市
長
と
木
村
町
長
に
県
内
で

初
め
て
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
瀧
口
市
長
は
「
合
併
特

例
法
の
精
神
に
沿
っ
て
進
め
た
い
」、
木
村
町
長
は
「
宗
像
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
た

い
」
と
合
併
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
同
年
４
月
、
宗
像
市
・
玄
海
町
両
議
会

は
、
と
も
に
合
併
協
議
会
設
置
案
を
可
決
し
た
。
住
民
発
議
制
度
を
拡
充
し
た
合
併

特
例
法
に
よ
る
合
併
協
設
置
は
両
市
町
が
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
５
月
、
原
田
慎
太
郎
宗
像
市
長
と
木
村
玄
海
町
長
が
合

併
協
定
書
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
６
月
26
日
に
宗
像
市
・
玄
海
町
の
両

議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
同
16
（
04
）
年
７
月
、
原
田
宗
像
市

長
と
河
辺
健
治
大
島
村
長
が
合
併
協
定
書
に
調
印
し
、
同
年
８
月
、
宗
像
市
と
大
島

村
の
両
議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。

（
な
か
は
ら
つ
よ
し
　
現
代
部
会
）
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《
史
料
紹
介
》

　

は
じ
め
に

　
宗
像
市
田
野
に
鎮
座
す
る
依
岳
神
社
に
は
、
十
枚
の
棟
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
棟
札
で
は
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
の
年
紀
が
確
認
で
き
、
最
も
新
し
い

棟
札
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
で
あ
る
。
現
在
の
本
殿
・
拝
殿
は
、
平
成
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
に
着
手
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
十
枚
の
棟
札
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
中
世
の
宗

像
大
社
の
末
社
で
あ
っ
た
与
里
嶽
神
社
の
役
割
、
信
仰
の
継
続
に
つ
い
て
も
示
し
た

い
。

　
な
お
、
現
在
の
社
名
表
記
は
「
依
岳
神
社
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下

関
係
史
料
及
び
、
す
べ
て
の
棟
札
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
与
里
嶽
神
社
」
の
社
号
を

用
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
中
世
の
史
料
表
現

で
あ
る
「
宗
像
社
」
を
用
い
る
。

一　

棟
札
の
紹
介

（
１
）
十
枚
の
棟
札

　
年
代
順
に
通
し
番
号
を
付
け
て
紹
介
し
、
造
営
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

①
　
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
二
月
十
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営

　
詳
細
は
次
項
（
２
）
に
譲
る
。

②
　
正
保
四
（
一
六
四
三
）
年
三
月
十
六
日 

本
殿
造
営

　
①
②
を
隔
て
る
百
七
十
年
間
に
造
営
・
修
理
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
①
に
書
か
れ
た
文
言
が
②
、
さ
ら
に
③
で
も
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
①
と
②
の
間
に
失
わ
れ
た
棟
札
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

無
か
っ
た
に
せ
よ
、
次
の
文
言
は
①
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
中
心
の
造
営
願
文

の
向
っ
て
右
の
「
右
一
天
下
泰
平
国
土
豊
饒
　
殊
当
郡
郷
内
諸
人
快
楽
」
、
向
っ
て

左
の
「
一
切
諸
願
皆
令
満
足
悉
地
成
就
故
也
」（
②
③
で
は
「
故
」
が
「
所
」
と
な

る
）
で
あ
る
。
新
た
な
造
営
事
業
に
お
い
て
も
古
い
棟
札
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
守
っ
て
き
た
氏
子
の
信
仰
の
源
を
見
る
想
い
で
あ
る
。

　
向
っ
て
左
側
行
の
末
尾
は
「
無
病
息
災
祈
」
と
書
き
止
め
る
が
、
「
災
」
字
を
右

寄
せ
の
小
さ
な
文
字
で
書
い
て
い
る
。
災
い
が
少
な
か
ら
ん
こ
と
の
真
摯
な
祈
り
で

あ
ろ
う
。

③
　
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
四
月
十
四
日 

本
殿
造
営

　
「
本
願
主
華
田
彦
之
尉
」
と
あ
り
、
④
の
「
花
田
彦
次
郎
」
と
同
族
の
祖
で
あ
ろ

う
。

④
　
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
三
月
十
五
日 

拝
殿
造
営

　
こ
の
棟
札
で
初
め
て
「
拝
殿
」
の
文
言
が
み
え
、
「
願
主
　
花
田
彦
次
郎
　
同
重

三
郎
　
社
人
入
江
大
和
」
の
も
と
に
産
土
中
で
協
力
し
て
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
参
道
入
口
の
一
の
鳥
居
に
は
享
保
五
年
寄
進
の
銘
が
あ
っ
て
、
造
営
事
業

に
先
立
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営
・
拝
殿
修
理

　「
寝
［
神
］
殿
上
家
建
立
　
拝
殿
作
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
殿
は
新
造
し
、

拝
殿
に
は
修
理
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑥
　
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
殿
造
営

　「
享
保
辛
丑
（
六
）
歳
、
今
年
明
和
八
辛
卯
孟
冬
迄
年
数
五
十
一
歳
而
改
営
矣
」

と
あ
っ
て
、
④
で
造
営
し
た
拝
殿
を
建
て
替
え
た
こ
と
が
わ
か
り
、
⑤
が
拝
殿
修
理

で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
加
藤
一
純
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
着

手
し
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
福
岡
藩
に
献
上
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附

録
』
巻
三
十
三
宗
像
郡
下
の
田
野
村
与
里
嶽
社
に
は
、「
神
殿
方
一
間
、
拝
殿
二
間

三
間
」「
奉
祀
入
江
大
和
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
造
営
さ
れ
た
拝
殿
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
社
人
も
「
入
江
左
近
藤
原
朝
臣
恒
秀
」
と
あ
り
、
④
か

ら
引
き
続
い
て
代
々
入
江
氏
が
奉
仕
し
て
い
た
。

⑦
　
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
・
拝
殿
修
理

　「
与
里
嶽
大
明
神
箱
棟
神
殿
拝
殿
作
事
事
」
と
あ
り
、
本
殿
・
拝
殿
そ
れ
ぞ
れ
に

箱
棟
を
取
り
付
け
る
造
作
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
神
主
と
し
て
「
入
江
直
義
、
直

貴
」
の
名
が
見
え
、
入
江
氏
の
奉
仕
が
継
続
し
て
い
る
。

⑧
　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
本
殿
修
理
・
屋
根
葺
替
え

　「
本
殿
大
修
繕　

家
根
檜
皮
改
修
」
と
あ
り
、
⑤
で
新
造
し
た
本
殿
の
大
修
理
を

行
い
、
檜
皮
葺
の
屋
根
に
も
修
理
を
施
し
て
い
る
。
裏
に
も
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
年

の
十
一
月
に
大
正
天
皇
即
位
式
・
大
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
　
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
　
　
　
　
　
　
社
殿
合
祀

　
与
里
嶽
神
社
本
殿
の
内
に
、
森
俊
神
社
、
須
賀
神
社
、
波
折
神
社
の
三
社
を
合
祀

し
、
境
内
に
別
殿
を
造
営
し
て
、
大
歳
神
社
、
愛
岳
神
社
も
合
祀
し
て
い
る
。「
宗

像
神
社
假
殿
購
入
使
用
」
と
あ
っ
て
、
宗
像
大
社
の
假
殿
に
用
い
た
部
材
を
購
入
し

て
造
営
し
て
い
る
。

⑩
　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
四
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
屋
根
葺
替
え

　「
檜
皮
葺
乎
銅
板
葺
尓
」
と
あ
っ
て
、
屋
根
が
銅
板
葺
に
変
わ
っ
た
。
⑧
⑨
で
の

神
官
は
「
入
江
洋
」、
⑩
で
は
「
入
江
永
太
郎
」
で
あ
り
、
前
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　
①
か
ら
⑩
ま
で
の
棟
札
を
通
覧
す
る
に
、
②
か
ら
⑩
の
棟
札
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に

は
欠
失
し
た
棟
札
は
無
く
、
継
続
し
て
残
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
文
明
三
年
の
棟
札

　
こ
の
棟
札
に
つ
い
て
近
世
の
地
誌
類
で
は
、
唯
一
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の

み
が
言
及
す
る
。
同
書
は
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
青
柳
種
信
が
編
纂
を
命

じ
ら
れ
て
着
手
し
、
彼
の
死
後
も
息
子
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
遂
に

完
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
評
価
の
高
い
文
献
で
あ

り
、
こ
の
棟
札
の
記
載
に
及
ぶ
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
内
容
は
、
巻
二
十
二
「
依

岳
神
社
」
の
「
古
棟
札
あ
り
、
文
明
三
天
辛
卯
二
月
十
日
　
大
檀
那
宗
形
（
マ
マ
）

朝
臣
氏
郷
と
記
せ
り
」
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
に
棟
札
を
実
見
し
た
折
に
そ
れ
ら

し
き
一
枚
を
確
認
し
た
が
、
肉
眼
で
の
解
読
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
九
州
歴
史
資

料
館
の
ご
協
力
に
よ
り
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
文
字
の
解
読
を
試
み
た
。
中
央
願
文

の
向
っ
て
左
行
に
「
文
明
参
天
辛
卯
貮
月
十
日
」
の
年
号
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

中
央
願
文
に
は
「
大
檀
那
宗
像
朝
臣
氏
郷
　
　
当
給
人
吉
家
敬
白
」
と
あ
る
。
大
宮

司
氏
郷
に
つ
い
て
は
、「
正
平
二
十
三
（
一
三
六
八
）
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
巻
末
、

永
享
九
（
一
四
三
七
）
年
の
「
応
安
神
事
次
第
」
戊
本
巻
末
に
花
押
が
す
え
ら
れ
て

い
る
。
両
史
料
と
も
に
写
本
で
あ
り
花
押
も
写
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
に
氏
郷
が

関
与
し
た
訳
で
は
な
く
、
花
押
も
氏
郷
の
も
の
と
す
る
傍
証
は
無
い
。
氏
郷
に
つ
い

て
の
確
実
な
史
料
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
記
さ
れ
た
通
交
の
記
録
で
あ
る
。
初
見

は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
で
、
文
明
三
年
に
も
遣
使
、
土
貢
献
上
の
記
事
が
あ
る
。

年
代
、
人
名
に
お
い
て
棟
札
と
の
矛
盾
は
な
く
、
あ
え
て
後
世
の
仮
託
等
の
疑
念
を

挟
む
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　
氏
郷
に
続
く
文
言
「
当
給
人
吉
家
」
と
は
、
吉
家
な
る
人
物
が
与
里
嶽
神
社
が
鎮

座
す
る
田
野
郷
を
、
大
宮
司
家
か
ら
扶
持
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
名
の
読
み
方
、
姓
・
名
で
な
い
こ
と
等
、
未
詳
の
点
が
残

る
。
な
お
、「
吉
家
」
の
向
っ
て
右
側
に
「
大
宮
司
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
文
字
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
お
く
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
大
宮
司
氏
郷
と
吉
家
と
の
関
係
を
示
す
文
言
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
科
学
的
手
法
で
の
解
読
に
期
待
し
た
い
。

　
向
っ
て
右
行
に
は
「
大
工
藤
原
盛
安
」、
同
左
行
に
は
「
小
工
等
」「
大
施
主
印
洞

□（
以
下
読
め
ず
）」
と
あ
る
。
大
施
主
と
書
か
れ
た
印
洞
某
は
下
の
文
字
が
判
読
で

き
な
い
が
法
名
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
願
文
の
「
悉
地
成
就
」
と
い
う
仏
教

用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
社
僧
の
存
在
に
も
想
像

が
膨
ら
む
。

　
こ
の
棟
札
か
ら
は
、
文
明
三
年
に
大
宮
司
氏
郷
が
旦
那
と
な
っ
て
与
里
嶽
神
社
本

殿
が
造
営
さ
れ
た
史
実
を
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
大
宮
司
家
の
社
領

支
配
の
あ
り
方
の
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
の
給
人
吉
家
、
施
主
印
洞
某
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

二　

与
里
嶽
神
社
の
歴
史

　
文
明
三
年
の
棟
札
が
、
宗
像
市
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
下
に
お
い
て
も
古
い
棟
札

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
与
里
嶽
神
社
の
史
料
初
見
は
鎌
倉
末
期
成
立

の
「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
で
あ
り
、
社
殿
造
営
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
遡
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
与
里
嶽
神
社
に
つ
い
て
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

（
１
）
中
世

　「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
に
「
与
里
嶽
明
神
」、
正
平
二
十
三
年
成
立
の
「
宗
像
宮

年
中
行
事
」
で
も
「
与
里
嶽
明
神
」
と
記
さ
れ
て
、
宗
像
社
末
社
と
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
る
。
後
者
の
記
述
に
よ
る
と
、
神
事
は
毎
月
朔
日
と
十
五
日
の
奉
幣
神
事
、
九

月
九
日
の
神
事
（
御
九
日
神
事
）
と
仁
王
講
会
、
十
二
月
十
九
日
の
嶽
祭
と
仁
王
講

会
で
あ
る
。
一
年
に
二
度
の
大
祭
で
、
仁
王
般
若
経
を
読
誦
し
て
万
民
豊
楽
を
祈
念

す
る
法
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
明
三
年
棟
札
に
み
え
る
施
主
印
洞
某
も
こ
の
法
会

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
成
立
の
「
応
安
神
事
次
第
甲
本
」
に
は
、
よ
り
詳
細
な

嶽
祭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
十
二
月
十
九
日
は
「
与
里
嶽
社
祭
事
」
と
始
ま
る
。

次
い
で
、
森
社
、
織
幡
社
、
宗
像
社
庁
座
神
事
。
翌
日
二
十
日
は
、
許
斐
的
原
嶽
祭

か
ら
始
ま
り
、
宮
地
嶽
社
、
在
自
若
宮
社
、
奴
山
社
と
神
事
を
続
け
、
最
後
に
宗
像

社
庁
座
で
の
直
会
を
も
っ
て
二
日
間
に
亘
る
嶽
祭
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
嶽
祭
は
山
の
神
、
山
の
幸
へ
の
感
謝
祭
、
山
仕
事
の
納
会
で
あ
る
。

　
十
九
日
最
後
の
庁
座
神
事
で
は
梶
取
の
問
答
所
作
が
行
わ
れ
る
。
大
梶
取
役
の
忌

子
禰
宜
が
天
候
を
四
日
間
観
察
し
て
、
宗
像
社
か
ら
東
に
見
え
る
与
里
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
い
、
小
梶
取
役
の
神
主
が
南
の
許
斐
嶽
と
西
の
大
島
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
梶
取
と
は
船
頭
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問

答
は
航
海
の
目
標
で
あ
る
与
里
嶽
、
許
斐
嶽
、
大
島
嶽
へ
の
視
界
が
良
好
で
航
海
が

安
全
で
あ
る
こ
と
の
予
祝
神
事
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
る
嶽
祭
は
収
穫
祭
、

納
会
に
加
え
て
航
海
安
全
の
祈
願
祭
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
与
里
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
与
里
嶽
は
、
山
の
幸
を
も
た
ら
す
入
会
の
山
で
あ
り
、

航
海
上
の
目
標
と
な
る
山
当
て
の
山
で
も
あ
り
、
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
宝
の

山
で
あ
り
、
篤
い
信
仰
を
集
め
る
山
で
あ
っ
た
。

　
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
に
作
成
さ
れ
た
温
科
慰
重
に
与
え
ら
れ
た
領
地
・

屋
敷
の
目
録
が
残
る
が
（
竹
井
文
書
、『
宗
像
市
史
史
料
編
』
中
世
Ⅱ
三
四
一
号
、

平
成
八
年
三
月
、
宗
像
大
社
所
蔵
写
真
）、
そ
こ
に
は
田
野
郷
の
土
地
と
し
て
「
森
・

与
里
嶽
御
供
田
二
段
」「
与
里
嶽
修
理
田
一
段
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
神
事
斎
行
と

と
も
に
、
社
殿
の
存
在
、
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天

正
八
（
一
五
八
〇
）
年
か
ら
十
四
年
の
田
野
郷
の
年
貢
米
注
進
状
（
嶺
家
文
書
、

『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
平
成
二
十
一
年
二
月
）
に
与
里
嶽
、
森
嶽
の
神
事
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
神
事
の
さ
ら
な
る
継
続
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
神
事
は
お
そ
ら
く
は
嶽
祭
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
近
世
・
近
代

　
江
戸
時
代
、
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
た
黒
田
氏
が
入
国
し
て
社
寺
は
そ
の
藩
政
下
に

組
み
込
ま
れ
た
。
藩
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に
も
各
々
、
与
里
嶽
社
、
森
社

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
て
、
田
野
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
氏
神
と
し
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
冒
頭
の
棟
札
の
紹
介
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
三
年
に
与
里
嶽
神
社
境
内
に
森

社
が
合
祀
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
地
域
の
信
仰
・
神

事
に
つ
い
て
は
、
古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
東

海
大
学
出
版
会
）
に
記
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
を
引
い
て
示
そ

う
。「
昔
の
お
宮
座
は
田
野
に
五
十
軒
の
株
が
あ
っ
た
。
こ
の
株
を
持
っ
て
い
た
の

は
威
張
っ
て
い
た
。（
中
略
）
今
は
全
然
や
ら
な
い
」。
池
田
村
と
田
野
村
が
合
併
し

て
池
野
村
と
な
っ
た
が
、
氏
神
は
「
依
岳
神
社
、
全
員
が
氏
子
」、「
山
ノ
神
祭
り
は

今
は
な
し
。
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
ま
で
は
や
っ
て
い
た
。
猟
を
し
て
獲
物
を
取
っ

て
き
て
お
祭
り
す
る
。
十
二
月
二
十
四
日
に
は
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」と
あ
る
。

近
隣
地
区
も
同
様
に
同
日
の
入
山
を
禁
じ
て
お
り
、
日
に
ち
の
相
違
は
あ
る
が
、
中

世
の
嶽
祭
が
山
仕
事
納
会
の
「
山
ノ
神
祭
り
」
と
し
て
、
入
山
禁
止
の
禁
忌
を
伴
っ

て
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　
与
里
嶽
神
社
に
残
さ
れ
て
き
た
棟
札
と
現
存
す
る
文
献
史
料
か
ら
、
社
殿
造
営
、

修
理
の
経
過
や
、
神
事
の
継
続
を
た
ど
っ
て
き
た
。
平
成
十
四
年
の
社
殿
新
造
の
折

の
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
写
真
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
、「
再
建
資
金
出
資
者
一
覧
」

と
題
す
る
大
き
な
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
、
地
域
ご
と
に
多
く
の
寄
進
者
の
名
前
が
連

ね
ら
れ
て
お
り
、
篤
い
信
仰
の
歴
史
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
叢
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
な
落
葉
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
境
内
、

掃
き
清
め
ら
れ
た
拝
殿
と
そ
の
奥
の
本
殿
の
厳
か
な
佇
ま
い
は
、
神
の
坐
す
場
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
か
わ
く
ぼ
な
つ
こ
　
中
世
部
会
）

《
書
　
評
》

　
本
書
は
、
題
目
が
示
す
よ
う
に
、
沖
ノ
島
砲
台
や
宗
像
を
中
心
と
し
て
、
北
部
九

州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦
の
あ
り
方
を
、
膨
大
な
史
資
料
を
引
用
し
つ
つ
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
浩
瀚
な
内
容
の
書
籍
で
あ
る
。
著
者
の
花
田
勝
広
氏
は
宗
像

市
出
身
で
、
滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
勤
務
し
つ
つ
、
宗
像
地

域
の
考
古
学
研
究
を
中
心
に
、
多
く
の
著
述
を
著
し
て
こ
ら
れ
た
。
昨
今
は
『
出
光

佐
三
と
宗
像―

温
故
知
新
と
回
想
』（
宗
像
考
古
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
著
わ

す
な
ど
、
近
現
代
の
動
向
に
も
造
詣
の
深
い
方
で
あ
る
。

　
ま
え
が
き
で
著
者
は
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
は
「
銃
後
の
生
活
」

を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
た
め
、
戦
争
の
作
戦
が
解
明
さ
れ
ず
、
戦
争
遺
跡
の
具
体
的

な
位
置
の
検
討
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
一
番
の
問
題
点
」
に
挙
げ
る
。
本
研
究
の
目

的
を
著
者
は
こ
う
説
明
す
る
。「
防
衛
研
究
所
戦
史
セ
ン
タ
ー
史
料
を
も
と
に
、
太

平
洋
戦
争
の
実
態
を
現
地
に
残
る
遺
跡
を
通
じ
て
、
史
料
と
遺
跡
を
通
じ
、
解
明
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
戦
争
体
験
者
か
ら
併
せ
て
聞
き
取
り
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
戦
史
遺
跡
の
記
録
化
を
進
め
、
平
和
学
習
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
負
の
歴
史
の
調
査
法
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
」。
さ
ら
に
、
研
究
の
方
法
と
し
て
太
平
洋
戦
争
、
近
代
史
を
「
考
古
学
の
手
法
」

で
解
明
す
る
こ
と
と
説
明
し
、「
戦
史
の
基
本
情
報
で
あ
る
戦
史
遺
跡
地
図
」
を
公

表
し
、
遺
跡
保
存
、
平
和
学
習
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
本
論
は
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
宗
像
地
域
を
中
心
に
、
福
岡
沿
岸

一
帯
の
防
空
施
設
の
配
置
、
作
戦
、
戦
争
遺
跡
の
関
係
資
料
を
、
後
世
の
回
想
録
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章
は
沖
ノ
島
砲
台
の
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
朝
鮮
系
海
峡
要
塞
で
は
壱

岐
、
対
馬
を
中
心
に
軍
艦
攻
撃
用
の
三
〇
な
い
し
は
四
〇
加
農
砲
を
設
置
し
て
い
た

が
、
対
潜
水
艦
対
策
の
た
め
、
一
五
糎
加
農
砲
を
新
た
に
、
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
筑

前
大
島
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
ノ
島
で
は
起
工
が
一
九
三
七
年
六

月
、
竣
工
が
四
〇
年
三
月
で
あ
っ
た
。
一
節
は
、
前
提
と
な
る
作
戦
、
建
設
作
業
、

施
設
を
、
考
古
学
的
調
査
に
基
づ
い
た
絵
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
細
に
紹
介
し
て
い

る
。
二
節
は
、
沖
ノ
島
第
七
中
隊
の
回
想
録
を
踏
ま
え
、
四
三
年
一
〇
月
に
沖
ノ
島

付
近
で
沈
没
し
た
崑
崙
丸
や
四
五
年
の
終
戦
前
の
砲
台
守
備
隊
の
苦
難
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。

　
第
二
章
は
筑
前
大
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
大
島
砲
台
は
一
九
三
五
年
五
月
に
着

工
し
、
三
六
年
一
一
月
に
竣
工
し
た
。
前
章
と
同
じ
く
一
節
は
軍
事
施
設
の
概
要
、

建
設
作
業
の
経
緯
、
軍
事
施
設
の
概
要
、
大
島
砲
台
に
も
置
か
れ
た
四
五
式
一
五
糎

加
農
砲
の
史
料
紹
介
を
し
、
大
島
に
見
ら
れ
る
「
要
塞
第
一
区
地
帯
標
」
は
要
塞
地

帯
法
、
軍
機
保
護
法
を
踏
ま
え
説
明
す
る
。
二
節
は
聞
き
取
り
調
査
に
加
え
、
四
五

年
五
月
の
火
砲
の
移
管
指
示
に
基
づ
く
火
砲
の
移
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
白
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
響
灘
の
白
島
砲
台
は
一
九
三
六
年
七
月
に

着
工
し
、
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
同
章
は
、
砲
台
の
建
設
工
事
、
四
一
年
七

月
以
降
の
要
塞
準
備
の
下
令
の
史
料
紹
介
、
白
島
砲
台
と
北
九
州
空
襲
に
関
す
る
回

想
録
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
宗
像
周
辺
へ
の
軍
の
配
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
節
は
宗
像
地
域
の
勤

労
動
員
を
扱
う
。
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
は
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
起
工
し
、
四
二
年
五

月
に
開
廠
式
を
行
っ
た
。
国
防
訓
練
場
（
津
屋
崎
飛
行
場
）
は
四
四
年
一
二
月
に
開

場
し
た
。
大
阪
陸
軍
航
空
補
給
廠 

福
間
出
張
所
は
、
四
三
～
四
四
年
に
弾
薬
庫
が
建

設
さ
れ
、福
間
駅
か
ら
引
き
込
み
線
も
敷
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
建
設
作
業
の
た
め
に
、

学
徒
動
員
の
宗
像
高
等
女
学
校
、
宗
像
中
学
な
ど
の
労
働
力
が
投
じ
ら
れ
た
。
本
節

は
施
設
の
概
況
や
関
係
資
料
、
回
想
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
節
は
四
一
年
の
独

ソ
戦
勃
発
以
降
の
防
空
連
隊
の
配
置
を
扱
う
。
西
部
防
空
旅
団
の
防
空
二
五
連
隊
は

遠
賀
郡
、
宗
像
郡
に
置
か
れ
、
聴
測
中
隊
・
分
隊
が
配
置
さ
れ
、
四
四
年
六
月
の
八

幡
空
襲
後
に
防
空
部
隊
が
高
射
砲
集
団
と
名
を
変
え
、
高
射
砲
一
三
五
連
隊
の
本
部

は
海
老
津
に
駐
屯
し
、
高
射
砲
集
団
司
令
部
は
芦
屋
に
あ
っ
た
。
高
射
砲
一
三
五
連

隊
は
四
四
年
一
一
月
に
解
隊
さ
れ
、
独
立
照
空
二
一
大
隊
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
中
心

は
春
日
村
に
移
っ
た
。
本
節
は
そ
の
関
係
資
料
や
部
隊
配
置
図
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

四
四
年
夏
に
は
下
関
防
備
隊
津
屋
崎
防
備
衛
所
が
設
置
さ
れ
た
。
本
節
は
四
五
年
八

月
の
兵
器
軍
需
品
船
艇
施
設
の
一
覧
、
下
関
防
備
隊
戦
時
日
誌
に
基
づ
い
た
四
三
年

一
〇
月
か
ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
大
型
船
舶
被
害
の
一
覧
も
掲
載
す
る
。
二
節
は
そ

の
終
わ
り
に
、
北
九
州
高
射
砲
隊
全
体
の
活
動
概
況
一
覧
、
防
空
配
置
図
を
示
し
て

い
る
。

　
第
五
章
の
宗
像
の
本
土
決
戦
に
は
最
も
多
い
頁
数
を
費
や
し
て
い
る
。
一
節
は
北

九
州
沿
岸
に
お
け
る
作
戦
計
画
を
扱
う
。
一
九
四
五
年
二
月
に
一
六
方
面
が
発
足

し
、
四
月
は
そ
の
軍
隷
属
化
で
、
北
部
九
州
を
担
任
す
る
五
六
軍
が
発
足
し
た
。
そ

の
傘
下
で
、
若
松
、
折
尾
、
海
老
津
、
赤
間
、
東
郷
、
福
間
で
教
育
訓
練
、
築
城
作

業
に
専
念
し
た
の
が
第
一
四
五
師
団
だ
っ
た
。
ま
た
、
遠
賀
郡
岡
垣
地
域
に
は
歩
兵

四
一
八
連
隊
が
配
備
さ
れ
、
連
隊
本
部
は
海
老
津
に
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
れ
ら
の
作

戦
計
画
の
史
料
や
編
成
、
軍
事
兵
器
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
二
節
は
福
津
地
域
の
軍

の
配
備
を
扱
う
。
四
五
年
七
月
上
旬
は
三
五
一
師
団
が
古
賀
、
新
宮
に
配
備
さ
れ
、

五
七
師
団
は
福
岡
市
、
粕
屋
郡
、
糸
島
を
中
心
に
作
戦
を
進
め
、
一
四
五
師
団
は
宗

像
に
後
退
し
た
。
本
節
は
こ
の
三
五
一
師
団
の
作
戦
計
画
、
兵
力
配
置
な
ど
の
史
料

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
五
一
師
団
な
ど
を
隷
属
化
に
置
い
た
第
五
六
軍
は
、
四
五
年

八
月
頃
、
敵
上
陸
の
初
動
を
制
す
べ
く
「
福
間
会
戦
指
導
方
策
」
を
策
定
し
た
。
加

え
て
本
節
は
三
五
一
師
団
の
隷
属
下
に
あ
っ
た
歩
兵
三
二
八
連
隊
（
津
屋
崎
）、
三

二
九
連
隊
（
新
宮
）、
三
三
〇
連
隊
（
古
賀
）
の
配
置
、
敗
戦
後
の
一
四
五
師
団
、

三
五
一
師
団
の
兵
器
、
弾
薬
庫
の
処
理
の
詳
細
も
紹
介
す
る
。
三
節
は
「
宗
像
郡
の

ま
と
め
」
と
称
し
、
日
露
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
輸
送
船
・
常
陸
丸
が
一
九
〇

四
年
六
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
に
撃
沈
さ
れ
、
そ
の
際
、
生
存
者
約
九
〇
名
が
沖
ノ
島

で
救
助
さ
れ
る
も
、
多
く
の
遺
体
が
同
島
の
岸
辺
に
漂
着
し
た
こ
と
、
沖
ノ
島
砲
台

と
崑
崙
丸
沈
没
も
踏
ま
え
、
戦
時
中
の
「
負
の
歴
史
」
を
解
明
す
る
必
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
る
。

　
第
六
章
は
福
岡
平
地
の
本
土
決
戦
を
扱
う
。
一
節
は
第
五
七
師
団
戦
争
資
料
に
基

づ
い
た
記
述
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
香
椎
、
早
良
郡
の
海
岸
部
、
粕
屋
郡
、

那
珂
郡
、
筑
紫
郡
を
中
心
に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
満
州
か
ら
転
用
さ
れ
た
第
五
七
師

団
で
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
の
進
駐
、
作
戦
準
備
、
福
間
会
戦
な
い
し
は
福
岡
平
地
会

戦
を
想
定
し
た
戦
闘
指
導
要
領
、
部
隊
配
置
、
師
団
の
装
備
、
陣
地
の
連
携
に
関
す

る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
節
は
、
防
空
大
隊
・
高
射
砲
連
隊
の
配
備
に
つ
い
て

河
　
窪
　
奈
津
子

与
里
嶽
神
社
棟
札
と
与
里
嶽
神
社
史



　
　
　
宗
像
市
誕
生
の
背
景
と
経
緯

　
内
陸
部
の
旧
宗
像
市
域
は
、
横
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
国
道
３
号
が
走

り
、
交
通
の
利
便
性
が
高
か
っ
た
。
大
規
模
店
舗
や
、
む
な
か
た
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

ア
ス
テ
ィ
21
学
術
研
究
拠
点
が
立
地
し
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
文

化
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。

　
一
方
、
旧
玄
海
町
は
釣
川
の
ほ
と
り
に
地
域
の
歴
史
的
・
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
、
宗

像
大
社
が
鎮
座
す
る
。
海
岸
線
の
北
に
は
県
内
屈
指
の
水
揚
げ
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
、

南
に
は
神
湊
漁
港
が
あ
る
。
旧
大
島
村
は
魚
介
類
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
釣
り
堀

な
ど
を
備
え
た
市
海
洋
体
験
施
設
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
が
あ
る
。
合
併
以
前
か
ら
宗

像
市
郡
の
住
民
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
文
化
活
動
な
ど
日
常
の
生
活
圏
は
一
体

化
し
て
い
た
。
行
政
面
で
も
上
・
下
水
道
、
消
防
・
救
急
医
療
、
ご
み
処
理
な
ど
の

分
野
で
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
、
当
時
の
瀧
口
凡
夫
市
長
が
市
議
会
で
宗
像
市
郡

１
市
３
町
１
村
（
宗
像
市
・
玄
海
町
・
福
間
町
・
津
屋
崎
町
・
大
島
村
）
の
大
同
合

併
の
必
要
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
10
（
98
）
年
３
月
の
玄
海
町
議
会
で
当

時
の
和
田
延
広
町
長
が
「
早
く
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
」
と
宗
像
市
郡
５

町
村
に
よ
る
大
同
合
併
の
考
え
を
表
明
し
た
。
同
年
10
月
に
「
宗
像
市
・
玄
海
町
合

併
研
究
会
」（
市
町
の
職
員
で
構
成
）
が
発
足
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
４
月
の
統
一
地
方
選
で
当
選
し
た
玄
海
町
の

木
村
久
生
町
長
が
初
当
庁
日
の
職
員
へ
の
訓
示
で
「
合
併
論
議
は
町
長
と
議
会
だ
け

で
進
ん
で
き
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
組
織
に
協
力
を
求
め
て

町
民
中
心
の
論
議
を
し
た
い
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　
一
方
、
早
期
合
併
を
目
指
す
宗
像
市
と
玄
海
町
の
住
民
団
体
「
宗
像
人
の
会
」
が

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
１
月
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合
併
協
議
会
設
置
を
求

め
る
署
名
簿
を
両
市
町
の
選
管
に
提
出
し
た
。
署
名
数
は
宗
像
市
６
６
９
７
人
分
、

玄
海
町
３
５
４
０
人
分
。
合
併
特
例
法
に
定
め
る
住
民
発
議
に
必
要
な
有
権
者
数
は

50
分
の
１
以
上
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
倍
、
22
倍
と
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
２
月
に
は
、
瀧
口
市
長
と
木
村
町
長
に
県
内
で

初
め
て
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
瀧
口
市
長
は
「
合
併
特

例
法
の
精
神
に
沿
っ
て
進
め
た
い
」、
木
村
町
長
は
「
宗
像
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
た

い
」
と
合
併
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
同
年
４
月
、
宗
像
市
・
玄
海
町
両
議
会

は
、
と
も
に
合
併
協
議
会
設
置
案
を
可
決
し
た
。
住
民
発
議
制
度
を
拡
充
し
た
合
併

特
例
法
に
よ
る
合
併
協
設
置
は
両
市
町
が
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
５
月
、
原
田
慎
太
郎
宗
像
市
長
と
木
村
玄
海
町
長
が
合

併
協
定
書
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
６
月
26
日
に
宗
像
市
・
玄
海
町
の
両

議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
同
16
（
04
）
年
７
月
、
原
田
宗
像
市

長
と
河
辺
健
治
大
島
村
長
が
合
併
協
定
書
に
調
印
し
、
同
年
８
月
、
宗
像
市
と
大
島

村
の
両
議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。

（
な
か
は
ら
つ
よ
し
　
現
代
部
会
）

《
史
料
紹
介
》

　

は
じ
め
に

　
宗
像
市
田
野
に
鎮
座
す
る
依
岳
神
社
に
は
、
十
枚
の
棟
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
棟
札
で
は
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
の
年
紀
が
確
認
で
き
、
最
も
新
し
い

棟
札
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
で
あ
る
。
現
在
の
本
殿
・
拝
殿
は
、
平
成
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
に
着
手
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
十
枚
の
棟
札
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
中
世
の
宗

像
大
社
の
末
社
で
あ
っ
た
与
里
嶽
神
社
の
役
割
、
信
仰
の
継
続
に
つ
い
て
も
示
し
た

い
。

　
な
お
、
現
在
の
社
名
表
記
は
「
依
岳
神
社
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下

関
係
史
料
及
び
、
す
べ
て
の
棟
札
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
与
里
嶽
神
社
」
の
社
号
を

用
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
中
世
の
史
料
表
現

で
あ
る
「
宗
像
社
」
を
用
い
る
。

一　

棟
札
の
紹
介

（
１
）
十
枚
の
棟
札

　
年
代
順
に
通
し
番
号
を
付
け
て
紹
介
し
、
造
営
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

①
　
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
二
月
十
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営

　
詳
細
は
次
項
（
２
）
に
譲
る
。

②
　
正
保
四
（
一
六
四
三
）
年
三
月
十
六
日 

本
殿
造
営

　
①
②
を
隔
て
る
百
七
十
年
間
に
造
営
・
修
理
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
①
に
書
か
れ
た
文
言
が
②
、
さ
ら
に
③
で
も
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
①
と
②
の
間
に
失
わ
れ
た
棟
札
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

無
か
っ
た
に
せ
よ
、
次
の
文
言
は
①
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
中
心
の
造
営
願
文

の
向
っ
て
右
の
「
右
一
天
下
泰
平
国
土
豊
饒
　
殊
当
郡
郷
内
諸
人
快
楽
」
、
向
っ
て

左
の
「
一
切
諸
願
皆
令
満
足
悉
地
成
就
故
也
」（
②
③
で
は
「
故
」
が
「
所
」
と
な

る
）
で
あ
る
。
新
た
な
造
営
事
業
に
お
い
て
も
古
い
棟
札
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
守
っ
て
き
た
氏
子
の
信
仰
の
源
を
見
る
想
い
で
あ
る
。

　
向
っ
て
左
側
行
の
末
尾
は
「
無
病
息
災
祈
」
と
書
き
止
め
る
が
、
「
災
」
字
を
右

寄
せ
の
小
さ
な
文
字
で
書
い
て
い
る
。
災
い
が
少
な
か
ら
ん
こ
と
の
真
摯
な
祈
り
で

あ
ろ
う
。

③
　
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
四
月
十
四
日 

本
殿
造
営

　
「
本
願
主
華
田
彦
之
尉
」
と
あ
り
、
④
の
「
花
田
彦
次
郎
」
と
同
族
の
祖
で
あ
ろ

う
。

④
　
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
三
月
十
五
日 

拝
殿
造
営

　
こ
の
棟
札
で
初
め
て
「
拝
殿
」
の
文
言
が
み
え
、
「
願
主
　
花
田
彦
次
郎
　
同
重

三
郎
　
社
人
入
江
大
和
」
の
も
と
に
産
土
中
で
協
力
し
て
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
参
道
入
口
の
一
の
鳥
居
に
は
享
保
五
年
寄
進
の
銘
が
あ
っ
て
、
造
営
事
業

に
先
立
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営
・
拝
殿
修
理

　「
寝
［
神
］
殿
上
家
建
立
　
拝
殿
作
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
殿
は
新
造
し
、

拝
殿
に
は
修
理
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑥
　
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
殿
造
営

　「
享
保
辛
丑
（
六
）
歳
、
今
年
明
和
八
辛
卯
孟
冬
迄
年
数
五
十
一
歳
而
改
営
矣
」

と
あ
っ
て
、
④
で
造
営
し
た
拝
殿
を
建
て
替
え
た
こ
と
が
わ
か
り
、
⑤
が
拝
殿
修
理

で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
加
藤
一
純
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
着

手
し
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
福
岡
藩
に
献
上
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附

録
』
巻
三
十
三
宗
像
郡
下
の
田
野
村
与
里
嶽
社
に
は
、「
神
殿
方
一
間
、
拝
殿
二
間

三
間
」「
奉
祀
入
江
大
和
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
造
営
さ
れ
た
拝
殿
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
社
人
も
「
入
江
左
近
藤
原
朝
臣
恒
秀
」
と
あ
り
、
④
か

ら
引
き
続
い
て
代
々
入
江
氏
が
奉
仕
し
て
い
た
。

⑦
　
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
・
拝
殿
修
理

　「
与
里
嶽
大
明
神
箱
棟
神
殿
拝
殿
作
事
事
」
と
あ
り
、
本
殿
・
拝
殿
そ
れ
ぞ
れ
に

箱
棟
を
取
り
付
け
る
造
作
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
神
主
と
し
て
「
入
江
直
義
、
直

貴
」
の
名
が
見
え
、
入
江
氏
の
奉
仕
が
継
続
し
て
い
る
。

⑧
　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
本
殿
修
理
・
屋
根
葺
替
え

　「
本
殿
大
修
繕　

家
根
檜
皮
改
修
」
と
あ
り
、
⑤
で
新
造
し
た
本
殿
の
大
修
理
を

行
い
、
檜
皮
葺
の
屋
根
に
も
修
理
を
施
し
て
い
る
。
裏
に
も
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
年

の
十
一
月
に
大
正
天
皇
即
位
式
・
大
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
　
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
　
　
　
　
　
　
社
殿
合
祀

　
与
里
嶽
神
社
本
殿
の
内
に
、
森
俊
神
社
、
須
賀
神
社
、
波
折
神
社
の
三
社
を
合
祀

し
、
境
内
に
別
殿
を
造
営
し
て
、
大
歳
神
社
、
愛
岳
神
社
も
合
祀
し
て
い
る
。「
宗

像
神
社
假
殿
購
入
使
用
」
と
あ
っ
て
、
宗
像
大
社
の
假
殿
に
用
い
た
部
材
を
購
入
し

て
造
営
し
て
い
る
。

⑩
　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
四
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
屋
根
葺
替
え

　「
檜
皮
葺
乎
銅
板
葺
尓
」
と
あ
っ
て
、
屋
根
が
銅
板
葺
に
変
わ
っ
た
。
⑧
⑨
で
の

神
官
は
「
入
江
洋
」、
⑩
で
は
「
入
江
永
太
郎
」
で
あ
り
、
前
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　
①
か
ら
⑩
ま
で
の
棟
札
を
通
覧
す
る
に
、
②
か
ら
⑩
の
棟
札
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に

は
欠
失
し
た
棟
札
は
無
く
、
継
続
し
て
残
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
文
明
三
年
の
棟
札

　
こ
の
棟
札
に
つ
い
て
近
世
の
地
誌
類
で
は
、
唯
一
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の

み
が
言
及
す
る
。
同
書
は
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
青
柳
種
信
が
編
纂
を
命

じ
ら
れ
て
着
手
し
、
彼
の
死
後
も
息
子
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
遂
に

完
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
評
価
の
高
い
文
献
で
あ

り
、
こ
の
棟
札
の
記
載
に
及
ぶ
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
内
容
は
、
巻
二
十
二
「
依

岳
神
社
」
の
「
古
棟
札
あ
り
、
文
明
三
天
辛
卯
二
月
十
日
　
大
檀
那
宗
形
（
マ
マ
）

朝
臣
氏
郷
と
記
せ
り
」
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
に
棟
札
を
実
見
し
た
折
に
そ
れ
ら

し
き
一
枚
を
確
認
し
た
が
、
肉
眼
で
の
解
読
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
九
州
歴
史
資

料
館
の
ご
協
力
に
よ
り
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
文
字
の
解
読
を
試
み
た
。
中
央
願
文

の
向
っ
て
左
行
に
「
文
明
参
天
辛
卯
貮
月
十
日
」
の
年
号
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

中
央
願
文
に
は
「
大
檀
那
宗
像
朝
臣
氏
郷
　
　
当
給
人
吉
家
敬
白
」
と
あ
る
。
大
宮

司
氏
郷
に
つ
い
て
は
、「
正
平
二
十
三
（
一
三
六
八
）
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
巻
末
、

永
享
九
（
一
四
三
七
）
年
の
「
応
安
神
事
次
第
」
戊
本
巻
末
に
花
押
が
す
え
ら
れ
て

い
る
。
両
史
料
と
も
に
写
本
で
あ
り
花
押
も
写
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
に
氏
郷
が
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関
与
し
た
訳
で
は
な
く
、
花
押
も
氏
郷
の
も
の
と
す
る
傍
証
は
無
い
。
氏
郷
に
つ
い

て
の
確
実
な
史
料
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
記
さ
れ
た
通
交
の
記
録
で
あ
る
。
初
見

は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
で
、
文
明
三
年
に
も
遣
使
、
土
貢
献
上
の
記
事
が
あ
る
。

年
代
、
人
名
に
お
い
て
棟
札
と
の
矛
盾
は
な
く
、
あ
え
て
後
世
の
仮
託
等
の
疑
念
を

挟
む
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　
氏
郷
に
続
く
文
言
「
当
給
人
吉
家
」
と
は
、
吉
家
な
る
人
物
が
与
里
嶽
神
社
が
鎮

座
す
る
田
野
郷
を
、
大
宮
司
家
か
ら
扶
持
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
名
の
読
み
方
、
姓
・
名
で
な
い
こ
と
等
、
未
詳
の
点
が
残

る
。
な
お
、「
吉
家
」
の
向
っ
て
右
側
に
「
大
宮
司
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
文
字
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
お
く
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
大
宮
司
氏
郷
と
吉
家
と
の
関
係
を
示
す
文
言
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
科
学
的
手
法
で
の
解
読
に
期
待
し
た
い
。

　
向
っ
て
右
行
に
は
「
大
工
藤
原
盛
安
」、
同
左
行
に
は
「
小
工
等
」「
大
施
主
印
洞

□（
以
下
読
め
ず
）」
と
あ
る
。
大
施
主
と
書
か
れ
た
印
洞
某
は
下
の
文
字
が
判
読
で

き
な
い
が
法
名
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
願
文
の
「
悉
地
成
就
」
と
い
う
仏
教

用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
社
僧
の
存
在
に
も
想
像

が
膨
ら
む
。

　
こ
の
棟
札
か
ら
は
、
文
明
三
年
に
大
宮
司
氏
郷
が
旦
那
と
な
っ
て
与
里
嶽
神
社
本

殿
が
造
営
さ
れ
た
史
実
を
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
大
宮
司
家
の
社
領

支
配
の
あ
り
方
の
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
の
給
人
吉
家
、
施
主
印
洞
某
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

二　

与
里
嶽
神
社
の
歴
史

　
文
明
三
年
の
棟
札
が
、
宗
像
市
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
下
に
お
い
て
も
古
い
棟
札

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
与
里
嶽
神
社
の
史
料
初
見
は
鎌
倉
末
期
成
立

の
「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
で
あ
り
、
社
殿
造
営
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
遡
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
与
里
嶽
神
社
に
つ
い
て
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

（
１
）
中
世

　「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
に
「
与
里
嶽
明
神
」、
正
平
二
十
三
年
成
立
の
「
宗
像
宮

年
中
行
事
」
で
も
「
与
里
嶽
明
神
」
と
記
さ
れ
て
、
宗
像
社
末
社
と
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
る
。
後
者
の
記
述
に
よ
る
と
、
神
事
は
毎
月
朔
日
と
十
五
日
の
奉
幣
神
事
、
九

月
九
日
の
神
事
（
御
九
日
神
事
）
と
仁
王
講
会
、
十
二
月
十
九
日
の
嶽
祭
と
仁
王
講

会
で
あ
る
。
一
年
に
二
度
の
大
祭
で
、
仁
王
般
若
経
を
読
誦
し
て
万
民
豊
楽
を
祈
念

す
る
法
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
明
三
年
棟
札
に
み
え
る
施
主
印
洞
某
も
こ
の
法
会

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
成
立
の
「
応
安
神
事
次
第
甲
本
」
に
は
、
よ
り
詳
細
な

嶽
祭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
十
二
月
十
九
日
は
「
与
里
嶽
社
祭
事
」
と
始
ま
る
。

次
い
で
、
森
社
、
織
幡
社
、
宗
像
社
庁
座
神
事
。
翌
日
二
十
日
は
、
許
斐
的
原
嶽
祭

か
ら
始
ま
り
、
宮
地
嶽
社
、
在
自
若
宮
社
、
奴
山
社
と
神
事
を
続
け
、
最
後
に
宗
像

社
庁
座
で
の
直
会
を
も
っ
て
二
日
間
に
亘
る
嶽
祭
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
嶽
祭
は
山
の
神
、
山
の
幸
へ
の
感
謝
祭
、
山
仕
事
の
納
会
で
あ
る
。

　
十
九
日
最
後
の
庁
座
神
事
で
は
梶
取
の
問
答
所
作
が
行
わ
れ
る
。
大
梶
取
役
の
忌

子
禰
宜
が
天
候
を
四
日
間
観
察
し
て
、
宗
像
社
か
ら
東
に
見
え
る
与
里
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
い
、
小
梶
取
役
の
神
主
が
南
の
許
斐
嶽
と
西
の
大
島
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
梶
取
と
は
船
頭
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問

答
は
航
海
の
目
標
で
あ
る
与
里
嶽
、
許
斐
嶽
、
大
島
嶽
へ
の
視
界
が
良
好
で
航
海
が

安
全
で
あ
る
こ
と
の
予
祝
神
事
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
る
嶽
祭
は
収
穫
祭
、

納
会
に
加
え
て
航
海
安
全
の
祈
願
祭
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
与
里
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
与
里
嶽
は
、
山
の
幸
を
も
た
ら
す
入
会
の
山
で
あ
り
、

航
海
上
の
目
標
と
な
る
山
当
て
の
山
で
も
あ
り
、
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
宝
の

山
で
あ
り
、
篤
い
信
仰
を
集
め
る
山
で
あ
っ
た
。

　
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
に
作
成
さ
れ
た
温
科
慰
重
に
与
え
ら
れ
た
領
地
・

屋
敷
の
目
録
が
残
る
が
（
竹
井
文
書
、『
宗
像
市
史
史
料
編
』
中
世
Ⅱ
三
四
一
号
、

平
成
八
年
三
月
、
宗
像
大
社
所
蔵
写
真
）、
そ
こ
に
は
田
野
郷
の
土
地
と
し
て
「
森
・

与
里
嶽
御
供
田
二
段
」「
与
里
嶽
修
理
田
一
段
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
神
事
斎
行
と

と
も
に
、
社
殿
の
存
在
、
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天

正
八
（
一
五
八
〇
）
年
か
ら
十
四
年
の
田
野
郷
の
年
貢
米
注
進
状
（
嶺
家
文
書
、

『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
平
成
二
十
一
年
二
月
）
に
与
里
嶽
、
森
嶽
の
神
事
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
神
事
の
さ
ら
な
る
継
続
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
神
事
は
お
そ
ら
く
は
嶽
祭
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
近
世
・
近
代

　
江
戸
時
代
、
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
た
黒
田
氏
が
入
国
し
て
社
寺
は
そ
の
藩
政
下
に

組
み
込
ま
れ
た
。
藩
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に
も
各
々
、
与
里
嶽
社
、
森
社

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
て
、
田
野
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
氏
神
と
し
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
冒
頭
の
棟
札
の
紹
介
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
三
年
に
与
里
嶽
神
社
境
内
に
森

社
が
合
祀
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
地
域
の
信
仰
・
神

事
に
つ
い
て
は
、
古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
東

海
大
学
出
版
会
）
に
記
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
を
引
い
て
示
そ

う
。「
昔
の
お
宮
座
は
田
野
に
五
十
軒
の
株
が
あ
っ
た
。
こ
の
株
を
持
っ
て
い
た
の

は
威
張
っ
て
い
た
。（
中
略
）
今
は
全
然
や
ら
な
い
」。
池
田
村
と
田
野
村
が
合
併
し

て
池
野
村
と
な
っ
た
が
、
氏
神
は
「
依
岳
神
社
、
全
員
が
氏
子
」、「
山
ノ
神
祭
り
は

今
は
な
し
。
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
ま
で
は
や
っ
て
い
た
。
猟
を
し
て
獲
物
を
取
っ

て
き
て
お
祭
り
す
る
。
十
二
月
二
十
四
日
に
は
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」と
あ
る
。

近
隣
地
区
も
同
様
に
同
日
の
入
山
を
禁
じ
て
お
り
、
日
に
ち
の
相
違
は
あ
る
が
、
中

世
の
嶽
祭
が
山
仕
事
納
会
の
「
山
ノ
神
祭
り
」
と
し
て
、
入
山
禁
止
の
禁
忌
を
伴
っ

て
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　
与
里
嶽
神
社
に
残
さ
れ
て
き
た
棟
札
と
現
存
す
る
文
献
史
料
か
ら
、
社
殿
造
営
、

修
理
の
経
過
や
、
神
事
の
継
続
を
た
ど
っ
て
き
た
。
平
成
十
四
年
の
社
殿
新
造
の
折

の
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
写
真
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
、「
再
建
資
金
出
資
者
一
覧
」

と
題
す
る
大
き
な
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
、
地
域
ご
と
に
多
く
の
寄
進
者
の
名
前
が
連

ね
ら
れ
て
お
り
、
篤
い
信
仰
の
歴
史
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
叢
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
な
落
葉
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
境
内
、

掃
き
清
め
ら
れ
た
拝
殿
と
そ
の
奥
の
本
殿
の
厳
か
な
佇
ま
い
は
、
神
の
坐
す
場
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
か
わ
く
ぼ
な
つ
こ
　
中
世
部
会
）

《
書
　
評
》

　
本
書
は
、
題
目
が
示
す
よ
う
に
、
沖
ノ
島
砲
台
や
宗
像
を
中
心
と
し
て
、
北
部
九

州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦
の
あ
り
方
を
、
膨
大
な
史
資
料
を
引
用
し
つ
つ
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
浩
瀚
な
内
容
の
書
籍
で
あ
る
。
著
者
の
花
田
勝
広
氏
は
宗
像

市
出
身
で
、
滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
勤
務
し
つ
つ
、
宗
像
地

域
の
考
古
学
研
究
を
中
心
に
、
多
く
の
著
述
を
著
し
て
こ
ら
れ
た
。
昨
今
は
『
出
光

佐
三
と
宗
像―

温
故
知
新
と
回
想
』（
宗
像
考
古
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
著
わ

す
な
ど
、
近
現
代
の
動
向
に
も
造
詣
の
深
い
方
で
あ
る
。

　
ま
え
が
き
で
著
者
は
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
は
「
銃
後
の
生
活
」

を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
た
め
、
戦
争
の
作
戦
が
解
明
さ
れ
ず
、
戦
争
遺
跡
の
具
体
的

な
位
置
の
検
討
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
一
番
の
問
題
点
」
に
挙
げ
る
。
本
研
究
の
目

的
を
著
者
は
こ
う
説
明
す
る
。「
防
衛
研
究
所
戦
史
セ
ン
タ
ー
史
料
を
も
と
に
、
太

平
洋
戦
争
の
実
態
を
現
地
に
残
る
遺
跡
を
通
じ
て
、
史
料
と
遺
跡
を
通
じ
、
解
明
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
戦
争
体
験
者
か
ら
併
せ
て
聞
き
取
り
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
戦
史
遺
跡
の
記
録
化
を
進
め
、
平
和
学
習
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
負
の
歴
史
の
調
査
法
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
」。
さ
ら
に
、
研
究
の
方
法
と
し
て
太
平
洋
戦
争
、
近
代
史
を
「
考
古
学
の
手
法
」

で
解
明
す
る
こ
と
と
説
明
し
、「
戦
史
の
基
本
情
報
で
あ
る
戦
史
遺
跡
地
図
」
を
公

表
し
、
遺
跡
保
存
、
平
和
学
習
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
本
論
は
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
宗
像
地
域
を
中
心
に
、
福
岡
沿
岸

一
帯
の
防
空
施
設
の
配
置
、
作
戦
、
戦
争
遺
跡
の
関
係
資
料
を
、
後
世
の
回
想
録
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章
は
沖
ノ
島
砲
台
の
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
朝
鮮
系
海
峡
要
塞
で
は
壱

岐
、
対
馬
を
中
心
に
軍
艦
攻
撃
用
の
三
〇
な
い
し
は
四
〇
加
農
砲
を
設
置
し
て
い
た

が
、
対
潜
水
艦
対
策
の
た
め
、
一
五
糎
加
農
砲
を
新
た
に
、
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
筑

前
大
島
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
ノ
島
で
は
起
工
が
一
九
三
七
年
六

月
、
竣
工
が
四
〇
年
三
月
で
あ
っ
た
。
一
節
は
、
前
提
と
な
る
作
戦
、
建
設
作
業
、

施
設
を
、
考
古
学
的
調
査
に
基
づ
い
た
絵
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
細
に
紹
介
し
て
い

る
。
二
節
は
、
沖
ノ
島
第
七
中
隊
の
回
想
録
を
踏
ま
え
、
四
三
年
一
〇
月
に
沖
ノ
島

付
近
で
沈
没
し
た
崑
崙
丸
や
四
五
年
の
終
戦
前
の
砲
台
守
備
隊
の
苦
難
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。

　
第
二
章
は
筑
前
大
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
大
島
砲
台
は
一
九
三
五
年
五
月
に
着

工
し
、
三
六
年
一
一
月
に
竣
工
し
た
。
前
章
と
同
じ
く
一
節
は
軍
事
施
設
の
概
要
、

建
設
作
業
の
経
緯
、
軍
事
施
設
の
概
要
、
大
島
砲
台
に
も
置
か
れ
た
四
五
式
一
五
糎

加
農
砲
の
史
料
紹
介
を
し
、
大
島
に
見
ら
れ
る
「
要
塞
第
一
区
地
帯
標
」
は
要
塞
地

帯
法
、
軍
機
保
護
法
を
踏
ま
え
説
明
す
る
。
二
節
は
聞
き
取
り
調
査
に
加
え
、
四
五

年
五
月
の
火
砲
の
移
管
指
示
に
基
づ
く
火
砲
の
移
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
白
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
響
灘
の
白
島
砲
台
は
一
九
三
六
年
七
月
に

着
工
し
、
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
同
章
は
、
砲
台
の
建
設
工
事
、
四
一
年
七

月
以
降
の
要
塞
準
備
の
下
令
の
史
料
紹
介
、
白
島
砲
台
と
北
九
州
空
襲
に
関
す
る
回

想
録
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
宗
像
周
辺
へ
の
軍
の
配
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
節
は
宗
像
地
域
の
勤

労
動
員
を
扱
う
。
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
は
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
起
工
し
、
四
二
年
五

月
に
開
廠
式
を
行
っ
た
。
国
防
訓
練
場
（
津
屋
崎
飛
行
場
）
は
四
四
年
一
二
月
に
開

場
し
た
。
大
阪
陸
軍
航
空
補
給
廠 

福
間
出
張
所
は
、
四
三
～
四
四
年
に
弾
薬
庫
が
建

設
さ
れ
、福
間
駅
か
ら
引
き
込
み
線
も
敷
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
建
設
作
業
の
た
め
に
、

学
徒
動
員
の
宗
像
高
等
女
学
校
、
宗
像
中
学
な
ど
の
労
働
力
が
投
じ
ら
れ
た
。
本
節

は
施
設
の
概
況
や
関
係
資
料
、
回
想
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
節
は
四
一
年
の
独

ソ
戦
勃
発
以
降
の
防
空
連
隊
の
配
置
を
扱
う
。
西
部
防
空
旅
団
の
防
空
二
五
連
隊
は

遠
賀
郡
、
宗
像
郡
に
置
か
れ
、
聴
測
中
隊
・
分
隊
が
配
置
さ
れ
、
四
四
年
六
月
の
八

幡
空
襲
後
に
防
空
部
隊
が
高
射
砲
集
団
と
名
を
変
え
、
高
射
砲
一
三
五
連
隊
の
本
部

は
海
老
津
に
駐
屯
し
、
高
射
砲
集
団
司
令
部
は
芦
屋
に
あ
っ
た
。
高
射
砲
一
三
五
連

隊
は
四
四
年
一
一
月
に
解
隊
さ
れ
、
独
立
照
空
二
一
大
隊
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
中
心

は
春
日
村
に
移
っ
た
。
本
節
は
そ
の
関
係
資
料
や
部
隊
配
置
図
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

四
四
年
夏
に
は
下
関
防
備
隊
津
屋
崎
防
備
衛
所
が
設
置
さ
れ
た
。
本
節
は
四
五
年
八

月
の
兵
器
軍
需
品
船
艇
施
設
の
一
覧
、
下
関
防
備
隊
戦
時
日
誌
に
基
づ
い
た
四
三
年

一
〇
月
か
ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
大
型
船
舶
被
害
の
一
覧
も
掲
載
す
る
。
二
節
は
そ

の
終
わ
り
に
、
北
九
州
高
射
砲
隊
全
体
の
活
動
概
況
一
覧
、
防
空
配
置
図
を
示
し
て

い
る
。

　
第
五
章
の
宗
像
の
本
土
決
戦
に
は
最
も
多
い
頁
数
を
費
や
し
て
い
る
。
一
節
は
北

九
州
沿
岸
に
お
け
る
作
戦
計
画
を
扱
う
。
一
九
四
五
年
二
月
に
一
六
方
面
が
発
足

し
、
四
月
は
そ
の
軍
隷
属
化
で
、
北
部
九
州
を
担
任
す
る
五
六
軍
が
発
足
し
た
。
そ

の
傘
下
で
、
若
松
、
折
尾
、
海
老
津
、
赤
間
、
東
郷
、
福
間
で
教
育
訓
練
、
築
城
作

業
に
専
念
し
た
の
が
第
一
四
五
師
団
だ
っ
た
。
ま
た
、
遠
賀
郡
岡
垣
地
域
に
は
歩
兵

四
一
八
連
隊
が
配
備
さ
れ
、
連
隊
本
部
は
海
老
津
に
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
れ
ら
の
作

戦
計
画
の
史
料
や
編
成
、
軍
事
兵
器
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
二
節
は
福
津
地
域
の
軍

の
配
備
を
扱
う
。
四
五
年
七
月
上
旬
は
三
五
一
師
団
が
古
賀
、
新
宮
に
配
備
さ
れ
、

五
七
師
団
は
福
岡
市
、
粕
屋
郡
、
糸
島
を
中
心
に
作
戦
を
進
め
、
一
四
五
師
団
は
宗

像
に
後
退
し
た
。
本
節
は
こ
の
三
五
一
師
団
の
作
戦
計
画
、
兵
力
配
置
な
ど
の
史
料

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
五
一
師
団
な
ど
を
隷
属
化
に
置
い
た
第
五
六
軍
は
、
四
五
年

八
月
頃
、
敵
上
陸
の
初
動
を
制
す
べ
く
「
福
間
会
戦
指
導
方
策
」
を
策
定
し
た
。
加

え
て
本
節
は
三
五
一
師
団
の
隷
属
下
に
あ
っ
た
歩
兵
三
二
八
連
隊
（
津
屋
崎
）、
三

二
九
連
隊
（
新
宮
）、
三
三
〇
連
隊
（
古
賀
）
の
配
置
、
敗
戦
後
の
一
四
五
師
団
、

三
五
一
師
団
の
兵
器
、
弾
薬
庫
の
処
理
の
詳
細
も
紹
介
す
る
。
三
節
は
「
宗
像
郡
の

ま
と
め
」
と
称
し
、
日
露
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
輸
送
船
・
常
陸
丸
が
一
九
〇

四
年
六
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
に
撃
沈
さ
れ
、
そ
の
際
、
生
存
者
約
九
〇
名
が
沖
ノ
島

で
救
助
さ
れ
る
も
、
多
く
の
遺
体
が
同
島
の
岸
辺
に
漂
着
し
た
こ
と
、
沖
ノ
島
砲
台

と
崑
崙
丸
沈
没
も
踏
ま
え
、
戦
時
中
の
「
負
の
歴
史
」
を
解
明
す
る
必
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
る
。

　
第
六
章
は
福
岡
平
地
の
本
土
決
戦
を
扱
う
。
一
節
は
第
五
七
師
団
戦
争
資
料
に
基

づ
い
た
記
述
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
香
椎
、
早
良
郡
の
海
岸
部
、
粕
屋
郡
、

那
珂
郡
、
筑
紫
郡
を
中
心
に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
満
州
か
ら
転
用
さ
れ
た
第
五
七
師

団
で
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
の
進
駐
、
作
戦
準
備
、
福
間
会
戦
な
い
し
は
福
岡
平
地
会

戦
を
想
定
し
た
戦
闘
指
導
要
領
、
部
隊
配
置
、
師
団
の
装
備
、
陣
地
の
連
携
に
関
す

る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
節
は
、
防
空
大
隊
・
高
射
砲
連
隊
の
配
備
に
つ
い
て



　
　
　
宗
像
市
誕
生
の
背
景
と
経
緯

　
内
陸
部
の
旧
宗
像
市
域
は
、
横
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
国
道
３
号
が
走

り
、
交
通
の
利
便
性
が
高
か
っ
た
。
大
規
模
店
舗
や
、
む
な
か
た
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

ア
ス
テ
ィ
21
学
術
研
究
拠
点
が
立
地
し
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
文

化
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。

　
一
方
、
旧
玄
海
町
は
釣
川
の
ほ
と
り
に
地
域
の
歴
史
的
・
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
、
宗

像
大
社
が
鎮
座
す
る
。
海
岸
線
の
北
に
は
県
内
屈
指
の
水
揚
げ
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
、

南
に
は
神
湊
漁
港
が
あ
る
。
旧
大
島
村
は
魚
介
類
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
釣
り
堀

な
ど
を
備
え
た
市
海
洋
体
験
施
設
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
が
あ
る
。
合
併
以
前
か
ら
宗

像
市
郡
の
住
民
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
文
化
活
動
な
ど
日
常
の
生
活
圏
は
一
体

化
し
て
い
た
。
行
政
面
で
も
上
・
下
水
道
、
消
防
・
救
急
医
療
、
ご
み
処
理
な
ど
の

分
野
で
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
、
当
時
の
瀧
口
凡
夫
市
長
が
市
議
会
で
宗
像
市
郡

１
市
３
町
１
村
（
宗
像
市
・
玄
海
町
・
福
間
町
・
津
屋
崎
町
・
大
島
村
）
の
大
同
合

併
の
必
要
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
10
（
98
）
年
３
月
の
玄
海
町
議
会
で
当

時
の
和
田
延
広
町
長
が
「
早
く
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
」
と
宗
像
市
郡
５

町
村
に
よ
る
大
同
合
併
の
考
え
を
表
明
し
た
。
同
年
10
月
に
「
宗
像
市
・
玄
海
町
合

併
研
究
会
」（
市
町
の
職
員
で
構
成
）
が
発
足
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
４
月
の
統
一
地
方
選
で
当
選
し
た
玄
海
町
の

木
村
久
生
町
長
が
初
当
庁
日
の
職
員
へ
の
訓
示
で
「
合
併
論
議
は
町
長
と
議
会
だ
け

で
進
ん
で
き
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
組
織
に
協
力
を
求
め
て

町
民
中
心
の
論
議
を
し
た
い
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　
一
方
、
早
期
合
併
を
目
指
す
宗
像
市
と
玄
海
町
の
住
民
団
体
「
宗
像
人
の
会
」
が

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
１
月
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合
併
協
議
会
設
置
を
求

め
る
署
名
簿
を
両
市
町
の
選
管
に
提
出
し
た
。
署
名
数
は
宗
像
市
６
６
９
７
人
分
、

玄
海
町
３
５
４
０
人
分
。
合
併
特
例
法
に
定
め
る
住
民
発
議
に
必
要
な
有
権
者
数
は

50
分
の
１
以
上
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
倍
、
22
倍
と
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
２
月
に
は
、
瀧
口
市
長
と
木
村
町
長
に
県
内
で

初
め
て
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
瀧
口
市
長
は
「
合
併
特

例
法
の
精
神
に
沿
っ
て
進
め
た
い
」、
木
村
町
長
は
「
宗
像
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
た

い
」
と
合
併
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
同
年
４
月
、
宗
像
市
・
玄
海
町
両
議
会

は
、
と
も
に
合
併
協
議
会
設
置
案
を
可
決
し
た
。
住
民
発
議
制
度
を
拡
充
し
た
合
併

特
例
法
に
よ
る
合
併
協
設
置
は
両
市
町
が
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
５
月
、
原
田
慎
太
郎
宗
像
市
長
と
木
村
玄
海
町
長
が
合

併
協
定
書
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
６
月
26
日
に
宗
像
市
・
玄
海
町
の
両

議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
同
16
（
04
）
年
７
月
、
原
田
宗
像
市

長
と
河
辺
健
治
大
島
村
長
が
合
併
協
定
書
に
調
印
し
、
同
年
８
月
、
宗
像
市
と
大
島

村
の
両
議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。

（
な
か
は
ら
つ
よ
し
　
現
代
部
会
）

《
史
料
紹
介
》

　

は
じ
め
に

　
宗
像
市
田
野
に
鎮
座
す
る
依
岳
神
社
に
は
、
十
枚
の
棟
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
棟
札
で
は
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
の
年
紀
が
確
認
で
き
、
最
も
新
し
い

棟
札
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
で
あ
る
。
現
在
の
本
殿
・
拝
殿
は
、
平
成
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
に
着
手
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
十
枚
の
棟
札
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
中
世
の
宗

像
大
社
の
末
社
で
あ
っ
た
与
里
嶽
神
社
の
役
割
、
信
仰
の
継
続
に
つ
い
て
も
示
し
た

い
。

　
な
お
、
現
在
の
社
名
表
記
は
「
依
岳
神
社
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下

関
係
史
料
及
び
、
す
べ
て
の
棟
札
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
与
里
嶽
神
社
」
の
社
号
を

用
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
中
世
の
史
料
表
現

で
あ
る
「
宗
像
社
」
を
用
い
る
。

一　

棟
札
の
紹
介

（
１
）
十
枚
の
棟
札

　
年
代
順
に
通
し
番
号
を
付
け
て
紹
介
し
、
造
営
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

①
　
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
二
月
十
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営

　
詳
細
は
次
項
（
２
）
に
譲
る
。

②
　
正
保
四
（
一
六
四
三
）
年
三
月
十
六
日 

本
殿
造
営

　
①
②
を
隔
て
る
百
七
十
年
間
に
造
営
・
修
理
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
①
に
書
か
れ
た
文
言
が
②
、
さ
ら
に
③
で
も
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
①
と
②
の
間
に
失
わ
れ
た
棟
札
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

無
か
っ
た
に
せ
よ
、
次
の
文
言
は
①
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
中
心
の
造
営
願
文

の
向
っ
て
右
の
「
右
一
天
下
泰
平
国
土
豊
饒
　
殊
当
郡
郷
内
諸
人
快
楽
」
、
向
っ
て

左
の
「
一
切
諸
願
皆
令
満
足
悉
地
成
就
故
也
」（
②
③
で
は
「
故
」
が
「
所
」
と
な

る
）
で
あ
る
。
新
た
な
造
営
事
業
に
お
い
て
も
古
い
棟
札
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
守
っ
て
き
た
氏
子
の
信
仰
の
源
を
見
る
想
い
で
あ
る
。

　
向
っ
て
左
側
行
の
末
尾
は
「
無
病
息
災
祈
」
と
書
き
止
め
る
が
、
「
災
」
字
を
右

寄
せ
の
小
さ
な
文
字
で
書
い
て
い
る
。
災
い
が
少
な
か
ら
ん
こ
と
の
真
摯
な
祈
り
で

あ
ろ
う
。

③
　
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
四
月
十
四
日 

本
殿
造
営

　
「
本
願
主
華
田
彦
之
尉
」
と
あ
り
、
④
の
「
花
田
彦
次
郎
」
と
同
族
の
祖
で
あ
ろ

う
。

④
　
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
三
月
十
五
日 

拝
殿
造
営

　
こ
の
棟
札
で
初
め
て
「
拝
殿
」
の
文
言
が
み
え
、
「
願
主
　
花
田
彦
次
郎
　
同
重

三
郎
　
社
人
入
江
大
和
」
の
も
と
に
産
土
中
で
協
力
し
て
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
参
道
入
口
の
一
の
鳥
居
に
は
享
保
五
年
寄
進
の
銘
が
あ
っ
て
、
造
営
事
業

に
先
立
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営
・
拝
殿
修
理

　「
寝
［
神
］
殿
上
家
建
立
　
拝
殿
作
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
殿
は
新
造
し
、

拝
殿
に
は
修
理
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑥
　
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
殿
造
営

　「
享
保
辛
丑
（
六
）
歳
、
今
年
明
和
八
辛
卯
孟
冬
迄
年
数
五
十
一
歳
而
改
営
矣
」

と
あ
っ
て
、
④
で
造
営
し
た
拝
殿
を
建
て
替
え
た
こ
と
が
わ
か
り
、
⑤
が
拝
殿
修
理

で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
加
藤
一
純
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
着

手
し
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
福
岡
藩
に
献
上
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附

録
』
巻
三
十
三
宗
像
郡
下
の
田
野
村
与
里
嶽
社
に
は
、「
神
殿
方
一
間
、
拝
殿
二
間

三
間
」「
奉
祀
入
江
大
和
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
造
営
さ
れ
た
拝
殿
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
社
人
も
「
入
江
左
近
藤
原
朝
臣
恒
秀
」
と
あ
り
、
④
か

ら
引
き
続
い
て
代
々
入
江
氏
が
奉
仕
し
て
い
た
。

⑦
　
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
・
拝
殿
修
理

　「
与
里
嶽
大
明
神
箱
棟
神
殿
拝
殿
作
事
事
」
と
あ
り
、
本
殿
・
拝
殿
そ
れ
ぞ
れ
に

箱
棟
を
取
り
付
け
る
造
作
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
神
主
と
し
て
「
入
江
直
義
、
直

貴
」
の
名
が
見
え
、
入
江
氏
の
奉
仕
が
継
続
し
て
い
る
。

⑧
　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
本
殿
修
理
・
屋
根
葺
替
え

　「
本
殿
大
修
繕　

家
根
檜
皮
改
修
」
と
あ
り
、
⑤
で
新
造
し
た
本
殿
の
大
修
理
を

行
い
、
檜
皮
葺
の
屋
根
に
も
修
理
を
施
し
て
い
る
。
裏
に
も
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
年

の
十
一
月
に
大
正
天
皇
即
位
式
・
大
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
　
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
　
　
　
　
　
　
社
殿
合
祀

　
与
里
嶽
神
社
本
殿
の
内
に
、
森
俊
神
社
、
須
賀
神
社
、
波
折
神
社
の
三
社
を
合
祀

し
、
境
内
に
別
殿
を
造
営
し
て
、
大
歳
神
社
、
愛
岳
神
社
も
合
祀
し
て
い
る
。「
宗

像
神
社
假
殿
購
入
使
用
」
と
あ
っ
て
、
宗
像
大
社
の
假
殿
に
用
い
た
部
材
を
購
入
し

て
造
営
し
て
い
る
。

⑩
　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
四
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
屋
根
葺
替
え

　「
檜
皮
葺
乎
銅
板
葺
尓
」
と
あ
っ
て
、
屋
根
が
銅
板
葺
に
変
わ
っ
た
。
⑧
⑨
で
の

神
官
は
「
入
江
洋
」、
⑩
で
は
「
入
江
永
太
郎
」
で
あ
り
、
前
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　
①
か
ら
⑩
ま
で
の
棟
札
を
通
覧
す
る
に
、
②
か
ら
⑩
の
棟
札
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に

は
欠
失
し
た
棟
札
は
無
く
、
継
続
し
て
残
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
文
明
三
年
の
棟
札

　
こ
の
棟
札
に
つ
い
て
近
世
の
地
誌
類
で
は
、
唯
一
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の

み
が
言
及
す
る
。
同
書
は
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
青
柳
種
信
が
編
纂
を
命

じ
ら
れ
て
着
手
し
、
彼
の
死
後
も
息
子
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
遂
に

完
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
評
価
の
高
い
文
献
で
あ

り
、
こ
の
棟
札
の
記
載
に
及
ぶ
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
内
容
は
、
巻
二
十
二
「
依

岳
神
社
」
の
「
古
棟
札
あ
り
、
文
明
三
天
辛
卯
二
月
十
日
　
大
檀
那
宗
形
（
マ
マ
）

朝
臣
氏
郷
と
記
せ
り
」
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
に
棟
札
を
実
見
し
た
折
に
そ
れ
ら

し
き
一
枚
を
確
認
し
た
が
、
肉
眼
で
の
解
読
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
九
州
歴
史
資

料
館
の
ご
協
力
に
よ
り
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
文
字
の
解
読
を
試
み
た
。
中
央
願
文

の
向
っ
て
左
行
に
「
文
明
参
天
辛
卯
貮
月
十
日
」
の
年
号
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

中
央
願
文
に
は
「
大
檀
那
宗
像
朝
臣
氏
郷
　
　
当
給
人
吉
家
敬
白
」
と
あ
る
。
大
宮

司
氏
郷
に
つ
い
て
は
、「
正
平
二
十
三
（
一
三
六
八
）
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
巻
末
、

永
享
九
（
一
四
三
七
）
年
の
「
応
安
神
事
次
第
」
戊
本
巻
末
に
花
押
が
す
え
ら
れ
て

い
る
。
両
史
料
と
も
に
写
本
で
あ
り
花
押
も
写
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
に
氏
郷
が
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関
与
し
た
訳
で
は
な
く
、
花
押
も
氏
郷
の
も
の
と
す
る
傍
証
は
無
い
。
氏
郷
に
つ
い

て
の
確
実
な
史
料
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
記
さ
れ
た
通
交
の
記
録
で
あ
る
。
初
見

は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
で
、
文
明
三
年
に
も
遣
使
、
土
貢
献
上
の
記
事
が
あ
る
。

年
代
、
人
名
に
お
い
て
棟
札
と
の
矛
盾
は
な
く
、
あ
え
て
後
世
の
仮
託
等
の
疑
念
を

挟
む
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　
氏
郷
に
続
く
文
言
「
当
給
人
吉
家
」
と
は
、
吉
家
な
る
人
物
が
与
里
嶽
神
社
が
鎮

座
す
る
田
野
郷
を
、
大
宮
司
家
か
ら
扶
持
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
名
の
読
み
方
、
姓
・
名
で
な
い
こ
と
等
、
未
詳
の
点
が
残

る
。
な
お
、「
吉
家
」
の
向
っ
て
右
側
に
「
大
宮
司
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
文
字
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
お
く
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
大
宮
司
氏
郷
と
吉
家
と
の
関
係
を
示
す
文
言
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
科
学
的
手
法
で
の
解
読
に
期
待
し
た
い
。

　
向
っ
て
右
行
に
は
「
大
工
藤
原
盛
安
」、
同
左
行
に
は
「
小
工
等
」「
大
施
主
印
洞

□（
以
下
読
め
ず
）」
と
あ
る
。
大
施
主
と
書
か
れ
た
印
洞
某
は
下
の
文
字
が
判
読
で

き
な
い
が
法
名
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
願
文
の
「
悉
地
成
就
」
と
い
う
仏
教

用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
社
僧
の
存
在
に
も
想
像

が
膨
ら
む
。

　
こ
の
棟
札
か
ら
は
、
文
明
三
年
に
大
宮
司
氏
郷
が
旦
那
と
な
っ
て
与
里
嶽
神
社
本

殿
が
造
営
さ
れ
た
史
実
を
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
大
宮
司
家
の
社
領

支
配
の
あ
り
方
の
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
の
給
人
吉
家
、
施
主
印
洞
某
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

二　

与
里
嶽
神
社
の
歴
史

　
文
明
三
年
の
棟
札
が
、
宗
像
市
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
下
に
お
い
て
も
古
い
棟
札

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
与
里
嶽
神
社
の
史
料
初
見
は
鎌
倉
末
期
成
立

の
「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
で
あ
り
、
社
殿
造
営
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
遡
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
与
里
嶽
神
社
に
つ
い
て
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

（
１
）
中
世

　「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
に
「
与
里
嶽
明
神
」、
正
平
二
十
三
年
成
立
の
「
宗
像
宮

年
中
行
事
」
で
も
「
与
里
嶽
明
神
」
と
記
さ
れ
て
、
宗
像
社
末
社
と
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
る
。
後
者
の
記
述
に
よ
る
と
、
神
事
は
毎
月
朔
日
と
十
五
日
の
奉
幣
神
事
、
九

月
九
日
の
神
事
（
御
九
日
神
事
）
と
仁
王
講
会
、
十
二
月
十
九
日
の
嶽
祭
と
仁
王
講

会
で
あ
る
。
一
年
に
二
度
の
大
祭
で
、
仁
王
般
若
経
を
読
誦
し
て
万
民
豊
楽
を
祈
念

す
る
法
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
明
三
年
棟
札
に
み
え
る
施
主
印
洞
某
も
こ
の
法
会

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
成
立
の
「
応
安
神
事
次
第
甲
本
」
に
は
、
よ
り
詳
細
な

嶽
祭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
十
二
月
十
九
日
は
「
与
里
嶽
社
祭
事
」
と
始
ま
る
。

次
い
で
、
森
社
、
織
幡
社
、
宗
像
社
庁
座
神
事
。
翌
日
二
十
日
は
、
許
斐
的
原
嶽
祭

か
ら
始
ま
り
、
宮
地
嶽
社
、
在
自
若
宮
社
、
奴
山
社
と
神
事
を
続
け
、
最
後
に
宗
像

社
庁
座
で
の
直
会
を
も
っ
て
二
日
間
に
亘
る
嶽
祭
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
嶽
祭
は
山
の
神
、
山
の
幸
へ
の
感
謝
祭
、
山
仕
事
の
納
会
で
あ
る
。

　
十
九
日
最
後
の
庁
座
神
事
で
は
梶
取
の
問
答
所
作
が
行
わ
れ
る
。
大
梶
取
役
の
忌

子
禰
宜
が
天
候
を
四
日
間
観
察
し
て
、
宗
像
社
か
ら
東
に
見
え
る
与
里
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
い
、
小
梶
取
役
の
神
主
が
南
の
許
斐
嶽
と
西
の
大
島
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
梶
取
と
は
船
頭
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問

答
は
航
海
の
目
標
で
あ
る
与
里
嶽
、
許
斐
嶽
、
大
島
嶽
へ
の
視
界
が
良
好
で
航
海
が

安
全
で
あ
る
こ
と
の
予
祝
神
事
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
る
嶽
祭
は
収
穫
祭
、

納
会
に
加
え
て
航
海
安
全
の
祈
願
祭
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
与
里
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
与
里
嶽
は
、
山
の
幸
を
も
た
ら
す
入
会
の
山
で
あ
り
、

航
海
上
の
目
標
と
な
る
山
当
て
の
山
で
も
あ
り
、
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
宝
の

山
で
あ
り
、
篤
い
信
仰
を
集
め
る
山
で
あ
っ
た
。

　
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
に
作
成
さ
れ
た
温
科
慰
重
に
与
え
ら
れ
た
領
地
・

屋
敷
の
目
録
が
残
る
が
（
竹
井
文
書
、『
宗
像
市
史
史
料
編
』
中
世
Ⅱ
三
四
一
号
、

平
成
八
年
三
月
、
宗
像
大
社
所
蔵
写
真
）、
そ
こ
に
は
田
野
郷
の
土
地
と
し
て
「
森
・

与
里
嶽
御
供
田
二
段
」「
与
里
嶽
修
理
田
一
段
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
神
事
斎
行
と

と
も
に
、
社
殿
の
存
在
、
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天

正
八
（
一
五
八
〇
）
年
か
ら
十
四
年
の
田
野
郷
の
年
貢
米
注
進
状
（
嶺
家
文
書
、

『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
平
成
二
十
一
年
二
月
）
に
与
里
嶽
、
森
嶽
の
神
事
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
神
事
の
さ
ら
な
る
継
続
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
神
事
は
お
そ
ら
く
は
嶽
祭
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
近
世
・
近
代

　
江
戸
時
代
、
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
た
黒
田
氏
が
入
国
し
て
社
寺
は
そ
の
藩
政
下
に

組
み
込
ま
れ
た
。
藩
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に
も
各
々
、
与
里
嶽
社
、
森
社

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
て
、
田
野
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
氏
神
と
し
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
冒
頭
の
棟
札
の
紹
介
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
三
年
に
与
里
嶽
神
社
境
内
に
森

社
が
合
祀
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
地
域
の
信
仰
・
神

事
に
つ
い
て
は
、
古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
東

海
大
学
出
版
会
）
に
記
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
を
引
い
て
示
そ

う
。「
昔
の
お
宮
座
は
田
野
に
五
十
軒
の
株
が
あ
っ
た
。
こ
の
株
を
持
っ
て
い
た
の

は
威
張
っ
て
い
た
。（
中
略
）
今
は
全
然
や
ら
な
い
」。
池
田
村
と
田
野
村
が
合
併
し

て
池
野
村
と
な
っ
た
が
、
氏
神
は
「
依
岳
神
社
、
全
員
が
氏
子
」、「
山
ノ
神
祭
り
は

今
は
な
し
。
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
ま
で
は
や
っ
て
い
た
。
猟
を
し
て
獲
物
を
取
っ

て
き
て
お
祭
り
す
る
。
十
二
月
二
十
四
日
に
は
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」と
あ
る
。

近
隣
地
区
も
同
様
に
同
日
の
入
山
を
禁
じ
て
お
り
、
日
に
ち
の
相
違
は
あ
る
が
、
中

世
の
嶽
祭
が
山
仕
事
納
会
の
「
山
ノ
神
祭
り
」
と
し
て
、
入
山
禁
止
の
禁
忌
を
伴
っ

て
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　
与
里
嶽
神
社
に
残
さ
れ
て
き
た
棟
札
と
現
存
す
る
文
献
史
料
か
ら
、
社
殿
造
営
、

修
理
の
経
過
や
、
神
事
の
継
続
を
た
ど
っ
て
き
た
。
平
成
十
四
年
の
社
殿
新
造
の
折

の
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
写
真
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
、「
再
建
資
金
出
資
者
一
覧
」

と
題
す
る
大
き
な
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
、
地
域
ご
と
に
多
く
の
寄
進
者
の
名
前
が
連

ね
ら
れ
て
お
り
、
篤
い
信
仰
の
歴
史
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
叢
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
な
落
葉
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
境
内
、

掃
き
清
め
ら
れ
た
拝
殿
と
そ
の
奥
の
本
殿
の
厳
か
な
佇
ま
い
は
、
神
の
坐
す
場
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
か
わ
く
ぼ
な
つ
こ
　
中
世
部
会
）

《
書
　
評
》

　
本
書
は
、
題
目
が
示
す
よ
う
に
、
沖
ノ
島
砲
台
や
宗
像
を
中
心
と
し
て
、
北
部
九

州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦
の
あ
り
方
を
、
膨
大
な
史
資
料
を
引
用
し
つ
つ
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
浩
瀚
な
内
容
の
書
籍
で
あ
る
。
著
者
の
花
田
勝
広
氏
は
宗
像

市
出
身
で
、
滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
勤
務
し
つ
つ
、
宗
像
地

域
の
考
古
学
研
究
を
中
心
に
、
多
く
の
著
述
を
著
し
て
こ
ら
れ
た
。
昨
今
は
『
出
光

佐
三
と
宗
像―

温
故
知
新
と
回
想
』（
宗
像
考
古
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
著
わ

す
な
ど
、
近
現
代
の
動
向
に
も
造
詣
の
深
い
方
で
あ
る
。

　
ま
え
が
き
で
著
者
は
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
は
「
銃
後
の
生
活
」

を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
た
め
、
戦
争
の
作
戦
が
解
明
さ
れ
ず
、
戦
争
遺
跡
の
具
体
的

な
位
置
の
検
討
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
一
番
の
問
題
点
」
に
挙
げ
る
。
本
研
究
の
目

的
を
著
者
は
こ
う
説
明
す
る
。「
防
衛
研
究
所
戦
史
セ
ン
タ
ー
史
料
を
も
と
に
、
太

平
洋
戦
争
の
実
態
を
現
地
に
残
る
遺
跡
を
通
じ
て
、
史
料
と
遺
跡
を
通
じ
、
解
明
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
戦
争
体
験
者
か
ら
併
せ
て
聞
き
取
り
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
戦
史
遺
跡
の
記
録
化
を
進
め
、
平
和
学
習
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
負
の
歴
史
の
調
査
法
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
」。
さ
ら
に
、
研
究
の
方
法
と
し
て
太
平
洋
戦
争
、
近
代
史
を
「
考
古
学
の
手
法
」

で
解
明
す
る
こ
と
と
説
明
し
、「
戦
史
の
基
本
情
報
で
あ
る
戦
史
遺
跡
地
図
」
を
公

表
し
、
遺
跡
保
存
、
平
和
学
習
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
本
論
は
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
宗
像
地
域
を
中
心
に
、
福
岡
沿
岸

一
帯
の
防
空
施
設
の
配
置
、
作
戦
、
戦
争
遺
跡
の
関
係
資
料
を
、
後
世
の
回
想
録
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章
は
沖
ノ
島
砲
台
の
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
朝
鮮
系
海
峡
要
塞
で
は
壱

岐
、
対
馬
を
中
心
に
軍
艦
攻
撃
用
の
三
〇
な
い
し
は
四
〇
加
農
砲
を
設
置
し
て
い
た

が
、
対
潜
水
艦
対
策
の
た
め
、
一
五
糎
加
農
砲
を
新
た
に
、
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
筑

前
大
島
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
ノ
島
で
は
起
工
が
一
九
三
七
年
六

月
、
竣
工
が
四
〇
年
三
月
で
あ
っ
た
。
一
節
は
、
前
提
と
な
る
作
戦
、
建
設
作
業
、

施
設
を
、
考
古
学
的
調
査
に
基
づ
い
た
絵
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
細
に
紹
介
し
て
い

る
。
二
節
は
、
沖
ノ
島
第
七
中
隊
の
回
想
録
を
踏
ま
え
、
四
三
年
一
〇
月
に
沖
ノ
島

付
近
で
沈
没
し
た
崑
崙
丸
や
四
五
年
の
終
戦
前
の
砲
台
守
備
隊
の
苦
難
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。

　
第
二
章
は
筑
前
大
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
大
島
砲
台
は
一
九
三
五
年
五
月
に
着

工
し
、
三
六
年
一
一
月
に
竣
工
し
た
。
前
章
と
同
じ
く
一
節
は
軍
事
施
設
の
概
要
、

建
設
作
業
の
経
緯
、
軍
事
施
設
の
概
要
、
大
島
砲
台
に
も
置
か
れ
た
四
五
式
一
五
糎

加
農
砲
の
史
料
紹
介
を
し
、
大
島
に
見
ら
れ
る
「
要
塞
第
一
区
地
帯
標
」
は
要
塞
地

帯
法
、
軍
機
保
護
法
を
踏
ま
え
説
明
す
る
。
二
節
は
聞
き
取
り
調
査
に
加
え
、
四
五

年
五
月
の
火
砲
の
移
管
指
示
に
基
づ
く
火
砲
の
移
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
白
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
響
灘
の
白
島
砲
台
は
一
九
三
六
年
七
月
に

着
工
し
、
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
同
章
は
、
砲
台
の
建
設
工
事
、
四
一
年
七

月
以
降
の
要
塞
準
備
の
下
令
の
史
料
紹
介
、
白
島
砲
台
と
北
九
州
空
襲
に
関
す
る
回

想
録
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
宗
像
周
辺
へ
の
軍
の
配
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
節
は
宗
像
地
域
の
勤

労
動
員
を
扱
う
。
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
は
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
起
工
し
、
四
二
年
五

月
に
開
廠
式
を
行
っ
た
。
国
防
訓
練
場
（
津
屋
崎
飛
行
場
）
は
四
四
年
一
二
月
に
開

場
し
た
。
大
阪
陸
軍
航
空
補
給
廠 

福
間
出
張
所
は
、
四
三
～
四
四
年
に
弾
薬
庫
が
建

設
さ
れ
、福
間
駅
か
ら
引
き
込
み
線
も
敷
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
建
設
作
業
の
た
め
に
、

学
徒
動
員
の
宗
像
高
等
女
学
校
、
宗
像
中
学
な
ど
の
労
働
力
が
投
じ
ら
れ
た
。
本
節

は
施
設
の
概
況
や
関
係
資
料
、
回
想
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
節
は
四
一
年
の
独

ソ
戦
勃
発
以
降
の
防
空
連
隊
の
配
置
を
扱
う
。
西
部
防
空
旅
団
の
防
空
二
五
連
隊
は

遠
賀
郡
、
宗
像
郡
に
置
か
れ
、
聴
測
中
隊
・
分
隊
が
配
置
さ
れ
、
四
四
年
六
月
の
八

幡
空
襲
後
に
防
空
部
隊
が
高
射
砲
集
団
と
名
を
変
え
、
高
射
砲
一
三
五
連
隊
の
本
部

は
海
老
津
に
駐
屯
し
、
高
射
砲
集
団
司
令
部
は
芦
屋
に
あ
っ
た
。
高
射
砲
一
三
五
連

隊
は
四
四
年
一
一
月
に
解
隊
さ
れ
、
独
立
照
空
二
一
大
隊
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
中
心

は
春
日
村
に
移
っ
た
。
本
節
は
そ
の
関
係
資
料
や
部
隊
配
置
図
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

四
四
年
夏
に
は
下
関
防
備
隊
津
屋
崎
防
備
衛
所
が
設
置
さ
れ
た
。
本
節
は
四
五
年
八

月
の
兵
器
軍
需
品
船
艇
施
設
の
一
覧
、
下
関
防
備
隊
戦
時
日
誌
に
基
づ
い
た
四
三
年

一
〇
月
か
ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
大
型
船
舶
被
害
の
一
覧
も
掲
載
す
る
。
二
節
は
そ

の
終
わ
り
に
、
北
九
州
高
射
砲
隊
全
体
の
活
動
概
況
一
覧
、
防
空
配
置
図
を
示
し
て

い
る
。

　
第
五
章
の
宗
像
の
本
土
決
戦
に
は
最
も
多
い
頁
数
を
費
や
し
て
い
る
。
一
節
は
北

九
州
沿
岸
に
お
け
る
作
戦
計
画
を
扱
う
。
一
九
四
五
年
二
月
に
一
六
方
面
が
発
足

し
、
四
月
は
そ
の
軍
隷
属
化
で
、
北
部
九
州
を
担
任
す
る
五
六
軍
が
発
足
し
た
。
そ

の
傘
下
で
、
若
松
、
折
尾
、
海
老
津
、
赤
間
、
東
郷
、
福
間
で
教
育
訓
練
、
築
城
作

業
に
専
念
し
た
の
が
第
一
四
五
師
団
だ
っ
た
。
ま
た
、
遠
賀
郡
岡
垣
地
域
に
は
歩
兵

四
一
八
連
隊
が
配
備
さ
れ
、
連
隊
本
部
は
海
老
津
に
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
れ
ら
の
作

戦
計
画
の
史
料
や
編
成
、
軍
事
兵
器
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
二
節
は
福
津
地
域
の
軍

の
配
備
を
扱
う
。
四
五
年
七
月
上
旬
は
三
五
一
師
団
が
古
賀
、
新
宮
に
配
備
さ
れ
、

五
七
師
団
は
福
岡
市
、
粕
屋
郡
、
糸
島
を
中
心
に
作
戦
を
進
め
、
一
四
五
師
団
は
宗

像
に
後
退
し
た
。
本
節
は
こ
の
三
五
一
師
団
の
作
戦
計
画
、
兵
力
配
置
な
ど
の
史
料

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
五
一
師
団
な
ど
を
隷
属
化
に
置
い
た
第
五
六
軍
は
、
四
五
年

八
月
頃
、
敵
上
陸
の
初
動
を
制
す
べ
く
「
福
間
会
戦
指
導
方
策
」
を
策
定
し
た
。
加

え
て
本
節
は
三
五
一
師
団
の
隷
属
下
に
あ
っ
た
歩
兵
三
二
八
連
隊
（
津
屋
崎
）、
三

二
九
連
隊
（
新
宮
）、
三
三
〇
連
隊
（
古
賀
）
の
配
置
、
敗
戦
後
の
一
四
五
師
団
、

三
五
一
師
団
の
兵
器
、
弾
薬
庫
の
処
理
の
詳
細
も
紹
介
す
る
。
三
節
は
「
宗
像
郡
の

ま
と
め
」
と
称
し
、
日
露
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
輸
送
船
・
常
陸
丸
が
一
九
〇

四
年
六
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
に
撃
沈
さ
れ
、
そ
の
際
、
生
存
者
約
九
〇
名
が
沖
ノ
島

で
救
助
さ
れ
る
も
、
多
く
の
遺
体
が
同
島
の
岸
辺
に
漂
着
し
た
こ
と
、
沖
ノ
島
砲
台

と
崑
崙
丸
沈
没
も
踏
ま
え
、
戦
時
中
の
「
負
の
歴
史
」
を
解
明
す
る
必
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
る
。

　
第
六
章
は
福
岡
平
地
の
本
土
決
戦
を
扱
う
。
一
節
は
第
五
七
師
団
戦
争
資
料
に
基

づ
い
た
記
述
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
香
椎
、
早
良
郡
の
海
岸
部
、
粕
屋
郡
、

那
珂
郡
、
筑
紫
郡
を
中
心
に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
満
州
か
ら
転
用
さ
れ
た
第
五
七
師

団
で
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
の
進
駐
、
作
戦
準
備
、
福
間
会
戦
な
い
し
は
福
岡
平
地
会

戦
を
想
定
し
た
戦
闘
指
導
要
領
、
部
隊
配
置
、
師
団
の
装
備
、
陣
地
の
連
携
に
関
す

る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
節
は
、
防
空
大
隊
・
高
射
砲
連
隊
の
配
備
に
つ
い
て

与里嶽神社棟札　赤外線写真



　
　
　
宗
像
市
誕
生
の
背
景
と
経
緯

　
内
陸
部
の
旧
宗
像
市
域
は
、
横
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
国
道
３
号
が
走

り
、
交
通
の
利
便
性
が
高
か
っ
た
。
大
規
模
店
舗
や
、
む
な
か
た
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

ア
ス
テ
ィ
21
学
術
研
究
拠
点
が
立
地
し
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
文

化
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。

　
一
方
、
旧
玄
海
町
は
釣
川
の
ほ
と
り
に
地
域
の
歴
史
的
・
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
、
宗

像
大
社
が
鎮
座
す
る
。
海
岸
線
の
北
に
は
県
内
屈
指
の
水
揚
げ
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
、

南
に
は
神
湊
漁
港
が
あ
る
。
旧
大
島
村
は
魚
介
類
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
釣
り
堀

な
ど
を
備
え
た
市
海
洋
体
験
施
設
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
が
あ
る
。
合
併
以
前
か
ら
宗

像
市
郡
の
住
民
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
文
化
活
動
な
ど
日
常
の
生
活
圏
は
一
体

化
し
て
い
た
。
行
政
面
で
も
上
・
下
水
道
、
消
防
・
救
急
医
療
、
ご
み
処
理
な
ど
の

分
野
で
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
、
当
時
の
瀧
口
凡
夫
市
長
が
市
議
会
で
宗
像
市
郡

１
市
３
町
１
村
（
宗
像
市
・
玄
海
町
・
福
間
町
・
津
屋
崎
町
・
大
島
村
）
の
大
同
合

併
の
必
要
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
10
（
98
）
年
３
月
の
玄
海
町
議
会
で
当

時
の
和
田
延
広
町
長
が
「
早
く
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
」
と
宗
像
市
郡
５

町
村
に
よ
る
大
同
合
併
の
考
え
を
表
明
し
た
。
同
年
10
月
に
「
宗
像
市
・
玄
海
町
合

併
研
究
会
」（
市
町
の
職
員
で
構
成
）
が
発
足
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
４
月
の
統
一
地
方
選
で
当
選
し
た
玄
海
町
の

木
村
久
生
町
長
が
初
当
庁
日
の
職
員
へ
の
訓
示
で
「
合
併
論
議
は
町
長
と
議
会
だ
け

で
進
ん
で
き
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
組
織
に
協
力
を
求
め
て

町
民
中
心
の
論
議
を
し
た
い
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　
一
方
、
早
期
合
併
を
目
指
す
宗
像
市
と
玄
海
町
の
住
民
団
体
「
宗
像
人
の
会
」
が

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
１
月
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合
併
協
議
会
設
置
を
求

め
る
署
名
簿
を
両
市
町
の
選
管
に
提
出
し
た
。
署
名
数
は
宗
像
市
６
６
９
７
人
分
、

玄
海
町
３
５
４
０
人
分
。
合
併
特
例
法
に
定
め
る
住
民
発
議
に
必
要
な
有
権
者
数
は

50
分
の
１
以
上
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
倍
、
22
倍
と
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
２
月
に
は
、
瀧
口
市
長
と
木
村
町
長
に
県
内
で

初
め
て
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
瀧
口
市
長
は
「
合
併
特

例
法
の
精
神
に
沿
っ
て
進
め
た
い
」、
木
村
町
長
は
「
宗
像
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
た

い
」
と
合
併
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
同
年
４
月
、
宗
像
市
・
玄
海
町
両
議
会

は
、
と
も
に
合
併
協
議
会
設
置
案
を
可
決
し
た
。
住
民
発
議
制
度
を
拡
充
し
た
合
併

特
例
法
に
よ
る
合
併
協
設
置
は
両
市
町
が
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
５
月
、
原
田
慎
太
郎
宗
像
市
長
と
木
村
玄
海
町
長
が
合

併
協
定
書
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
６
月
26
日
に
宗
像
市
・
玄
海
町
の
両

議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
同
16
（
04
）
年
７
月
、
原
田
宗
像
市

長
と
河
辺
健
治
大
島
村
長
が
合
併
協
定
書
に
調
印
し
、
同
年
８
月
、
宗
像
市
と
大
島

村
の
両
議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。

（
な
か
は
ら
つ
よ
し
　
現
代
部
会
）

《
史
料
紹
介
》

　

は
じ
め
に

　
宗
像
市
田
野
に
鎮
座
す
る
依
岳
神
社
に
は
、
十
枚
の
棟
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
棟
札
で
は
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
の
年
紀
が
確
認
で
き
、
最
も
新
し
い

棟
札
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
で
あ
る
。
現
在
の
本
殿
・
拝
殿
は
、
平
成
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
に
着
手
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
十
枚
の
棟
札
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
中
世
の
宗

像
大
社
の
末
社
で
あ
っ
た
与
里
嶽
神
社
の
役
割
、
信
仰
の
継
続
に
つ
い
て
も
示
し
た

い
。

　
な
お
、
現
在
の
社
名
表
記
は
「
依
岳
神
社
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下

関
係
史
料
及
び
、
す
べ
て
の
棟
札
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
与
里
嶽
神
社
」
の
社
号
を

用
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
中
世
の
史
料
表
現

で
あ
る
「
宗
像
社
」
を
用
い
る
。

一　

棟
札
の
紹
介

（
１
）
十
枚
の
棟
札

　
年
代
順
に
通
し
番
号
を
付
け
て
紹
介
し
、
造
営
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

①
　
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
二
月
十
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営

　
詳
細
は
次
項
（
２
）
に
譲
る
。

②
　
正
保
四
（
一
六
四
三
）
年
三
月
十
六
日 

本
殿
造
営

　
①
②
を
隔
て
る
百
七
十
年
間
に
造
営
・
修
理
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
①
に
書
か
れ
た
文
言
が
②
、
さ
ら
に
③
で
も
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
①
と
②
の
間
に
失
わ
れ
た
棟
札
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

無
か
っ
た
に
せ
よ
、
次
の
文
言
は
①
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
中
心
の
造
営
願
文

の
向
っ
て
右
の
「
右
一
天
下
泰
平
国
土
豊
饒
　
殊
当
郡
郷
内
諸
人
快
楽
」
、
向
っ
て

左
の
「
一
切
諸
願
皆
令
満
足
悉
地
成
就
故
也
」（
②
③
で
は
「
故
」
が
「
所
」
と
な

る
）
で
あ
る
。
新
た
な
造
営
事
業
に
お
い
て
も
古
い
棟
札
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
守
っ
て
き
た
氏
子
の
信
仰
の
源
を
見
る
想
い
で
あ
る
。

　
向
っ
て
左
側
行
の
末
尾
は
「
無
病
息
災
祈
」
と
書
き
止
め
る
が
、
「
災
」
字
を
右

寄
せ
の
小
さ
な
文
字
で
書
い
て
い
る
。
災
い
が
少
な
か
ら
ん
こ
と
の
真
摯
な
祈
り
で

あ
ろ
う
。

③
　
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
四
月
十
四
日 

本
殿
造
営

　
「
本
願
主
華
田
彦
之
尉
」
と
あ
り
、
④
の
「
花
田
彦
次
郎
」
と
同
族
の
祖
で
あ
ろ

う
。

④
　
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
三
月
十
五
日 

拝
殿
造
営

　
こ
の
棟
札
で
初
め
て
「
拝
殿
」
の
文
言
が
み
え
、
「
願
主
　
花
田
彦
次
郎
　
同
重

三
郎
　
社
人
入
江
大
和
」
の
も
と
に
産
土
中
で
協
力
し
て
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
参
道
入
口
の
一
の
鳥
居
に
は
享
保
五
年
寄
進
の
銘
が
あ
っ
て
、
造
営
事
業

に
先
立
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営
・
拝
殿
修
理

　「
寝
［
神
］
殿
上
家
建
立
　
拝
殿
作
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
殿
は
新
造
し
、

拝
殿
に
は
修
理
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑥
　
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
殿
造
営

　「
享
保
辛
丑
（
六
）
歳
、
今
年
明
和
八
辛
卯
孟
冬
迄
年
数
五
十
一
歳
而
改
営
矣
」

と
あ
っ
て
、
④
で
造
営
し
た
拝
殿
を
建
て
替
え
た
こ
と
が
わ
か
り
、
⑤
が
拝
殿
修
理

で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
加
藤
一
純
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
着

手
し
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
福
岡
藩
に
献
上
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附

録
』
巻
三
十
三
宗
像
郡
下
の
田
野
村
与
里
嶽
社
に
は
、「
神
殿
方
一
間
、
拝
殿
二
間

三
間
」「
奉
祀
入
江
大
和
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
造
営
さ
れ
た
拝
殿
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
社
人
も
「
入
江
左
近
藤
原
朝
臣
恒
秀
」
と
あ
り
、
④
か

ら
引
き
続
い
て
代
々
入
江
氏
が
奉
仕
し
て
い
た
。

⑦
　
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
・
拝
殿
修
理

　「
与
里
嶽
大
明
神
箱
棟
神
殿
拝
殿
作
事
事
」
と
あ
り
、
本
殿
・
拝
殿
そ
れ
ぞ
れ
に

箱
棟
を
取
り
付
け
る
造
作
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
神
主
と
し
て
「
入
江
直
義
、
直

貴
」
の
名
が
見
え
、
入
江
氏
の
奉
仕
が
継
続
し
て
い
る
。

⑧
　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
本
殿
修
理
・
屋
根
葺
替
え

　「
本
殿
大
修
繕　

家
根
檜
皮
改
修
」
と
あ
り
、
⑤
で
新
造
し
た
本
殿
の
大
修
理
を

行
い
、
檜
皮
葺
の
屋
根
に
も
修
理
を
施
し
て
い
る
。
裏
に
も
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
年

の
十
一
月
に
大
正
天
皇
即
位
式
・
大
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
　
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
　
　
　
　
　
　
社
殿
合
祀

　
与
里
嶽
神
社
本
殿
の
内
に
、
森
俊
神
社
、
須
賀
神
社
、
波
折
神
社
の
三
社
を
合
祀

し
、
境
内
に
別
殿
を
造
営
し
て
、
大
歳
神
社
、
愛
岳
神
社
も
合
祀
し
て
い
る
。「
宗

像
神
社
假
殿
購
入
使
用
」
と
あ
っ
て
、
宗
像
大
社
の
假
殿
に
用
い
た
部
材
を
購
入
し

て
造
営
し
て
い
る
。

⑩
　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
四
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
屋
根
葺
替
え

　「
檜
皮
葺
乎
銅
板
葺
尓
」
と
あ
っ
て
、
屋
根
が
銅
板
葺
に
変
わ
っ
た
。
⑧
⑨
で
の

神
官
は
「
入
江
洋
」、
⑩
で
は
「
入
江
永
太
郎
」
で
あ
り
、
前
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　
①
か
ら
⑩
ま
で
の
棟
札
を
通
覧
す
る
に
、
②
か
ら
⑩
の
棟
札
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に

は
欠
失
し
た
棟
札
は
無
く
、
継
続
し
て
残
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
文
明
三
年
の
棟
札

　
こ
の
棟
札
に
つ
い
て
近
世
の
地
誌
類
で
は
、
唯
一
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の

み
が
言
及
す
る
。
同
書
は
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
青
柳
種
信
が
編
纂
を
命

じ
ら
れ
て
着
手
し
、
彼
の
死
後
も
息
子
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
遂
に

完
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
評
価
の
高
い
文
献
で
あ

り
、
こ
の
棟
札
の
記
載
に
及
ぶ
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
内
容
は
、
巻
二
十
二
「
依

岳
神
社
」
の
「
古
棟
札
あ
り
、
文
明
三
天
辛
卯
二
月
十
日
　
大
檀
那
宗
形
（
マ
マ
）

朝
臣
氏
郷
と
記
せ
り
」
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
に
棟
札
を
実
見
し
た
折
に
そ
れ
ら

し
き
一
枚
を
確
認
し
た
が
、
肉
眼
で
の
解
読
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
九
州
歴
史
資

料
館
の
ご
協
力
に
よ
り
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
文
字
の
解
読
を
試
み
た
。
中
央
願
文

の
向
っ
て
左
行
に
「
文
明
参
天
辛
卯
貮
月
十
日
」
の
年
号
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

中
央
願
文
に
は
「
大
檀
那
宗
像
朝
臣
氏
郷
　
　
当
給
人
吉
家
敬
白
」
と
あ
る
。
大
宮

司
氏
郷
に
つ
い
て
は
、「
正
平
二
十
三
（
一
三
六
八
）
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
巻
末
、

永
享
九
（
一
四
三
七
）
年
の
「
応
安
神
事
次
第
」
戊
本
巻
末
に
花
押
が
す
え
ら
れ
て

い
る
。
両
史
料
と
も
に
写
本
で
あ
り
花
押
も
写
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
に
氏
郷
が
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関
与
し
た
訳
で
は
な
く
、
花
押
も
氏
郷
の
も
の
と
す
る
傍
証
は
無
い
。
氏
郷
に
つ
い

て
の
確
実
な
史
料
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
記
さ
れ
た
通
交
の
記
録
で
あ
る
。
初
見

は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
で
、
文
明
三
年
に
も
遣
使
、
土
貢
献
上
の
記
事
が
あ
る
。

年
代
、
人
名
に
お
い
て
棟
札
と
の
矛
盾
は
な
く
、
あ
え
て
後
世
の
仮
託
等
の
疑
念
を

挟
む
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　
氏
郷
に
続
く
文
言
「
当
給
人
吉
家
」
と
は
、
吉
家
な
る
人
物
が
与
里
嶽
神
社
が
鎮

座
す
る
田
野
郷
を
、
大
宮
司
家
か
ら
扶
持
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
名
の
読
み
方
、
姓
・
名
で
な
い
こ
と
等
、
未
詳
の
点
が
残

る
。
な
お
、「
吉
家
」
の
向
っ
て
右
側
に
「
大
宮
司
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
文
字
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
お
く
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
大
宮
司
氏
郷
と
吉
家
と
の
関
係
を
示
す
文
言
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
科
学
的
手
法
で
の
解
読
に
期
待
し
た
い
。

　
向
っ
て
右
行
に
は
「
大
工
藤
原
盛
安
」、
同
左
行
に
は
「
小
工
等
」「
大
施
主
印
洞

□（
以
下
読
め
ず
）」
と
あ
る
。
大
施
主
と
書
か
れ
た
印
洞
某
は
下
の
文
字
が
判
読
で

き
な
い
が
法
名
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
願
文
の
「
悉
地
成
就
」
と
い
う
仏
教

用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
社
僧
の
存
在
に
も
想
像

が
膨
ら
む
。

　
こ
の
棟
札
か
ら
は
、
文
明
三
年
に
大
宮
司
氏
郷
が
旦
那
と
な
っ
て
与
里
嶽
神
社
本

殿
が
造
営
さ
れ
た
史
実
を
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
大
宮
司
家
の
社
領

支
配
の
あ
り
方
の
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
の
給
人
吉
家
、
施
主
印
洞
某
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

二　

与
里
嶽
神
社
の
歴
史

　
文
明
三
年
の
棟
札
が
、
宗
像
市
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
下
に
お
い
て
も
古
い
棟
札

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
与
里
嶽
神
社
の
史
料
初
見
は
鎌
倉
末
期
成
立

の
「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
で
あ
り
、
社
殿
造
営
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
遡
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
与
里
嶽
神
社
に
つ
い
て
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

（
１
）
中
世

　「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
に
「
与
里
嶽
明
神
」、
正
平
二
十
三
年
成
立
の
「
宗
像
宮

年
中
行
事
」
で
も
「
与
里
嶽
明
神
」
と
記
さ
れ
て
、
宗
像
社
末
社
と
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
る
。
後
者
の
記
述
に
よ
る
と
、
神
事
は
毎
月
朔
日
と
十
五
日
の
奉
幣
神
事
、
九

月
九
日
の
神
事
（
御
九
日
神
事
）
と
仁
王
講
会
、
十
二
月
十
九
日
の
嶽
祭
と
仁
王
講

会
で
あ
る
。
一
年
に
二
度
の
大
祭
で
、
仁
王
般
若
経
を
読
誦
し
て
万
民
豊
楽
を
祈
念

す
る
法
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
明
三
年
棟
札
に
み
え
る
施
主
印
洞
某
も
こ
の
法
会

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
成
立
の
「
応
安
神
事
次
第
甲
本
」
に
は
、
よ
り
詳
細
な

嶽
祭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
十
二
月
十
九
日
は
「
与
里
嶽
社
祭
事
」
と
始
ま
る
。

次
い
で
、
森
社
、
織
幡
社
、
宗
像
社
庁
座
神
事
。
翌
日
二
十
日
は
、
許
斐
的
原
嶽
祭

か
ら
始
ま
り
、
宮
地
嶽
社
、
在
自
若
宮
社
、
奴
山
社
と
神
事
を
続
け
、
最
後
に
宗
像

社
庁
座
で
の
直
会
を
も
っ
て
二
日
間
に
亘
る
嶽
祭
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
嶽
祭
は
山
の
神
、
山
の
幸
へ
の
感
謝
祭
、
山
仕
事
の
納
会
で
あ
る
。

　
十
九
日
最
後
の
庁
座
神
事
で
は
梶
取
の
問
答
所
作
が
行
わ
れ
る
。
大
梶
取
役
の
忌

子
禰
宜
が
天
候
を
四
日
間
観
察
し
て
、
宗
像
社
か
ら
東
に
見
え
る
与
里
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
い
、
小
梶
取
役
の
神
主
が
南
の
許
斐
嶽
と
西
の
大
島
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
梶
取
と
は
船
頭
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問

答
は
航
海
の
目
標
で
あ
る
与
里
嶽
、
許
斐
嶽
、
大
島
嶽
へ
の
視
界
が
良
好
で
航
海
が

安
全
で
あ
る
こ
と
の
予
祝
神
事
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
る
嶽
祭
は
収
穫
祭
、

納
会
に
加
え
て
航
海
安
全
の
祈
願
祭
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
与
里
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
与
里
嶽
は
、
山
の
幸
を
も
た
ら
す
入
会
の
山
で
あ
り
、

航
海
上
の
目
標
と
な
る
山
当
て
の
山
で
も
あ
り
、
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
宝
の

山
で
あ
り
、
篤
い
信
仰
を
集
め
る
山
で
あ
っ
た
。

　
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
に
作
成
さ
れ
た
温
科
慰
重
に
与
え
ら
れ
た
領
地
・

屋
敷
の
目
録
が
残
る
が
（
竹
井
文
書
、『
宗
像
市
史
史
料
編
』
中
世
Ⅱ
三
四
一
号
、

平
成
八
年
三
月
、
宗
像
大
社
所
蔵
写
真
）、
そ
こ
に
は
田
野
郷
の
土
地
と
し
て
「
森
・

与
里
嶽
御
供
田
二
段
」「
与
里
嶽
修
理
田
一
段
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
神
事
斎
行
と

と
も
に
、
社
殿
の
存
在
、
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天

正
八
（
一
五
八
〇
）
年
か
ら
十
四
年
の
田
野
郷
の
年
貢
米
注
進
状
（
嶺
家
文
書
、

『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
平
成
二
十
一
年
二
月
）
に
与
里
嶽
、
森
嶽
の
神
事
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
神
事
の
さ
ら
な
る
継
続
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
神
事
は
お
そ
ら
く
は
嶽
祭
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
近
世
・
近
代

　
江
戸
時
代
、
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
た
黒
田
氏
が
入
国
し
て
社
寺
は
そ
の
藩
政
下
に

組
み
込
ま
れ
た
。
藩
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に
も
各
々
、
与
里
嶽
社
、
森
社

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
て
、
田
野
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
氏
神
と
し
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
冒
頭
の
棟
札
の
紹
介
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
三
年
に
与
里
嶽
神
社
境
内
に
森

社
が
合
祀
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
地
域
の
信
仰
・
神

事
に
つ
い
て
は
、
古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
東

海
大
学
出
版
会
）
に
記
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
を
引
い
て
示
そ

う
。「
昔
の
お
宮
座
は
田
野
に
五
十
軒
の
株
が
あ
っ
た
。
こ
の
株
を
持
っ
て
い
た
の

は
威
張
っ
て
い
た
。（
中
略
）
今
は
全
然
や
ら
な
い
」。
池
田
村
と
田
野
村
が
合
併
し

て
池
野
村
と
な
っ
た
が
、
氏
神
は
「
依
岳
神
社
、
全
員
が
氏
子
」、「
山
ノ
神
祭
り
は

今
は
な
し
。
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
ま
で
は
や
っ
て
い
た
。
猟
を
し
て
獲
物
を
取
っ

て
き
て
お
祭
り
す
る
。
十
二
月
二
十
四
日
に
は
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」と
あ
る
。

近
隣
地
区
も
同
様
に
同
日
の
入
山
を
禁
じ
て
お
り
、
日
に
ち
の
相
違
は
あ
る
が
、
中

世
の
嶽
祭
が
山
仕
事
納
会
の
「
山
ノ
神
祭
り
」
と
し
て
、
入
山
禁
止
の
禁
忌
を
伴
っ

て
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　
与
里
嶽
神
社
に
残
さ
れ
て
き
た
棟
札
と
現
存
す
る
文
献
史
料
か
ら
、
社
殿
造
営
、

修
理
の
経
過
や
、
神
事
の
継
続
を
た
ど
っ
て
き
た
。
平
成
十
四
年
の
社
殿
新
造
の
折

の
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
写
真
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
、「
再
建
資
金
出
資
者
一
覧
」

と
題
す
る
大
き
な
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
、
地
域
ご
と
に
多
く
の
寄
進
者
の
名
前
が
連

ね
ら
れ
て
お
り
、
篤
い
信
仰
の
歴
史
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
叢
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
な
落
葉
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
境
内
、

掃
き
清
め
ら
れ
た
拝
殿
と
そ
の
奥
の
本
殿
の
厳
か
な
佇
ま
い
は
、
神
の
坐
す
場
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
か
わ
く
ぼ
な
つ
こ
　
中
世
部
会
）

《
書
　
評
》

　
本
書
は
、
題
目
が
示
す
よ
う
に
、
沖
ノ
島
砲
台
や
宗
像
を
中
心
と
し
て
、
北
部
九

州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦
の
あ
り
方
を
、
膨
大
な
史
資
料
を
引
用
し
つ
つ
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
浩
瀚
な
内
容
の
書
籍
で
あ
る
。
著
者
の
花
田
勝
広
氏
は
宗
像

市
出
身
で
、
滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
勤
務
し
つ
つ
、
宗
像
地

域
の
考
古
学
研
究
を
中
心
に
、
多
く
の
著
述
を
著
し
て
こ
ら
れ
た
。
昨
今
は
『
出
光

佐
三
と
宗
像―

温
故
知
新
と
回
想
』（
宗
像
考
古
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
著
わ

す
な
ど
、
近
現
代
の
動
向
に
も
造
詣
の
深
い
方
で
あ
る
。

　
ま
え
が
き
で
著
者
は
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
は
「
銃
後
の
生
活
」

を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
た
め
、
戦
争
の
作
戦
が
解
明
さ
れ
ず
、
戦
争
遺
跡
の
具
体
的

な
位
置
の
検
討
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
一
番
の
問
題
点
」
に
挙
げ
る
。
本
研
究
の
目

的
を
著
者
は
こ
う
説
明
す
る
。「
防
衛
研
究
所
戦
史
セ
ン
タ
ー
史
料
を
も
と
に
、
太

平
洋
戦
争
の
実
態
を
現
地
に
残
る
遺
跡
を
通
じ
て
、
史
料
と
遺
跡
を
通
じ
、
解
明
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
戦
争
体
験
者
か
ら
併
せ
て
聞
き
取
り
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
戦
史
遺
跡
の
記
録
化
を
進
め
、
平
和
学
習
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
負
の
歴
史
の
調
査
法
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
」。
さ
ら
に
、
研
究
の
方
法
と
し
て
太
平
洋
戦
争
、
近
代
史
を
「
考
古
学
の
手
法
」

で
解
明
す
る
こ
と
と
説
明
し
、「
戦
史
の
基
本
情
報
で
あ
る
戦
史
遺
跡
地
図
」
を
公

表
し
、
遺
跡
保
存
、
平
和
学
習
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
本
論
は
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
宗
像
地
域
を
中
心
に
、
福
岡
沿
岸

一
帯
の
防
空
施
設
の
配
置
、
作
戦
、
戦
争
遺
跡
の
関
係
資
料
を
、
後
世
の
回
想
録
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章
は
沖
ノ
島
砲
台
の
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
朝
鮮
系
海
峡
要
塞
で
は
壱

岐
、
対
馬
を
中
心
に
軍
艦
攻
撃
用
の
三
〇
な
い
し
は
四
〇
加
農
砲
を
設
置
し
て
い
た

が
、
対
潜
水
艦
対
策
の
た
め
、
一
五
糎
加
農
砲
を
新
た
に
、
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
筑

前
大
島
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
ノ
島
で
は
起
工
が
一
九
三
七
年
六

月
、
竣
工
が
四
〇
年
三
月
で
あ
っ
た
。
一
節
は
、
前
提
と
な
る
作
戦
、
建
設
作
業
、

施
設
を
、
考
古
学
的
調
査
に
基
づ
い
た
絵
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
細
に
紹
介
し
て
い

る
。
二
節
は
、
沖
ノ
島
第
七
中
隊
の
回
想
録
を
踏
ま
え
、
四
三
年
一
〇
月
に
沖
ノ
島

付
近
で
沈
没
し
た
崑
崙
丸
や
四
五
年
の
終
戦
前
の
砲
台
守
備
隊
の
苦
難
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。

　
第
二
章
は
筑
前
大
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
大
島
砲
台
は
一
九
三
五
年
五
月
に
着

工
し
、
三
六
年
一
一
月
に
竣
工
し
た
。
前
章
と
同
じ
く
一
節
は
軍
事
施
設
の
概
要
、

建
設
作
業
の
経
緯
、
軍
事
施
設
の
概
要
、
大
島
砲
台
に
も
置
か
れ
た
四
五
式
一
五
糎

加
農
砲
の
史
料
紹
介
を
し
、
大
島
に
見
ら
れ
る
「
要
塞
第
一
区
地
帯
標
」
は
要
塞
地

帯
法
、
軍
機
保
護
法
を
踏
ま
え
説
明
す
る
。
二
節
は
聞
き
取
り
調
査
に
加
え
、
四
五

年
五
月
の
火
砲
の
移
管
指
示
に
基
づ
く
火
砲
の
移
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
白
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
響
灘
の
白
島
砲
台
は
一
九
三
六
年
七
月
に

着
工
し
、
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
同
章
は
、
砲
台
の
建
設
工
事
、
四
一
年
七

月
以
降
の
要
塞
準
備
の
下
令
の
史
料
紹
介
、
白
島
砲
台
と
北
九
州
空
襲
に
関
す
る
回

想
録
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
宗
像
周
辺
へ
の
軍
の
配
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
節
は
宗
像
地
域
の
勤

労
動
員
を
扱
う
。
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
は
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
起
工
し
、
四
二
年
五

月
に
開
廠
式
を
行
っ
た
。
国
防
訓
練
場
（
津
屋
崎
飛
行
場
）
は
四
四
年
一
二
月
に
開

場
し
た
。
大
阪
陸
軍
航
空
補
給
廠 

福
間
出
張
所
は
、
四
三
～
四
四
年
に
弾
薬
庫
が
建

設
さ
れ
、福
間
駅
か
ら
引
き
込
み
線
も
敷
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
建
設
作
業
の
た
め
に
、

学
徒
動
員
の
宗
像
高
等
女
学
校
、
宗
像
中
学
な
ど
の
労
働
力
が
投
じ
ら
れ
た
。
本
節

は
施
設
の
概
況
や
関
係
資
料
、
回
想
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
節
は
四
一
年
の
独

ソ
戦
勃
発
以
降
の
防
空
連
隊
の
配
置
を
扱
う
。
西
部
防
空
旅
団
の
防
空
二
五
連
隊
は

遠
賀
郡
、
宗
像
郡
に
置
か
れ
、
聴
測
中
隊
・
分
隊
が
配
置
さ
れ
、
四
四
年
六
月
の
八

幡
空
襲
後
に
防
空
部
隊
が
高
射
砲
集
団
と
名
を
変
え
、
高
射
砲
一
三
五
連
隊
の
本
部

は
海
老
津
に
駐
屯
し
、
高
射
砲
集
団
司
令
部
は
芦
屋
に
あ
っ
た
。
高
射
砲
一
三
五
連

隊
は
四
四
年
一
一
月
に
解
隊
さ
れ
、
独
立
照
空
二
一
大
隊
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
中
心

は
春
日
村
に
移
っ
た
。
本
節
は
そ
の
関
係
資
料
や
部
隊
配
置
図
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

四
四
年
夏
に
は
下
関
防
備
隊
津
屋
崎
防
備
衛
所
が
設
置
さ
れ
た
。
本
節
は
四
五
年
八

月
の
兵
器
軍
需
品
船
艇
施
設
の
一
覧
、
下
関
防
備
隊
戦
時
日
誌
に
基
づ
い
た
四
三
年

一
〇
月
か
ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
大
型
船
舶
被
害
の
一
覧
も
掲
載
す
る
。
二
節
は
そ

の
終
わ
り
に
、
北
九
州
高
射
砲
隊
全
体
の
活
動
概
況
一
覧
、
防
空
配
置
図
を
示
し
て

い
る
。

　
第
五
章
の
宗
像
の
本
土
決
戦
に
は
最
も
多
い
頁
数
を
費
や
し
て
い
る
。
一
節
は
北

九
州
沿
岸
に
お
け
る
作
戦
計
画
を
扱
う
。
一
九
四
五
年
二
月
に
一
六
方
面
が
発
足

し
、
四
月
は
そ
の
軍
隷
属
化
で
、
北
部
九
州
を
担
任
す
る
五
六
軍
が
発
足
し
た
。
そ

の
傘
下
で
、
若
松
、
折
尾
、
海
老
津
、
赤
間
、
東
郷
、
福
間
で
教
育
訓
練
、
築
城
作

業
に
専
念
し
た
の
が
第
一
四
五
師
団
だ
っ
た
。
ま
た
、
遠
賀
郡
岡
垣
地
域
に
は
歩
兵

四
一
八
連
隊
が
配
備
さ
れ
、
連
隊
本
部
は
海
老
津
に
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
れ
ら
の
作

戦
計
画
の
史
料
や
編
成
、
軍
事
兵
器
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
二
節
は
福
津
地
域
の
軍

の
配
備
を
扱
う
。
四
五
年
七
月
上
旬
は
三
五
一
師
団
が
古
賀
、
新
宮
に
配
備
さ
れ
、

五
七
師
団
は
福
岡
市
、
粕
屋
郡
、
糸
島
を
中
心
に
作
戦
を
進
め
、
一
四
五
師
団
は
宗

像
に
後
退
し
た
。
本
節
は
こ
の
三
五
一
師
団
の
作
戦
計
画
、
兵
力
配
置
な
ど
の
史
料

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
五
一
師
団
な
ど
を
隷
属
化
に
置
い
た
第
五
六
軍
は
、
四
五
年

八
月
頃
、
敵
上
陸
の
初
動
を
制
す
べ
く
「
福
間
会
戦
指
導
方
策
」
を
策
定
し
た
。
加

え
て
本
節
は
三
五
一
師
団
の
隷
属
下
に
あ
っ
た
歩
兵
三
二
八
連
隊
（
津
屋
崎
）、
三

二
九
連
隊
（
新
宮
）、
三
三
〇
連
隊
（
古
賀
）
の
配
置
、
敗
戦
後
の
一
四
五
師
団
、

三
五
一
師
団
の
兵
器
、
弾
薬
庫
の
処
理
の
詳
細
も
紹
介
す
る
。
三
節
は
「
宗
像
郡
の

ま
と
め
」
と
称
し
、
日
露
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
輸
送
船
・
常
陸
丸
が
一
九
〇

四
年
六
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
に
撃
沈
さ
れ
、
そ
の
際
、
生
存
者
約
九
〇
名
が
沖
ノ
島

で
救
助
さ
れ
る
も
、
多
く
の
遺
体
が
同
島
の
岸
辺
に
漂
着
し
た
こ
と
、
沖
ノ
島
砲
台

と
崑
崙
丸
沈
没
も
踏
ま
え
、
戦
時
中
の
「
負
の
歴
史
」
を
解
明
す
る
必
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
る
。

　
第
六
章
は
福
岡
平
地
の
本
土
決
戦
を
扱
う
。
一
節
は
第
五
七
師
団
戦
争
資
料
に
基

づ
い
た
記
述
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
香
椎
、
早
良
郡
の
海
岸
部
、
粕
屋
郡
、

那
珂
郡
、
筑
紫
郡
を
中
心
に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
満
州
か
ら
転
用
さ
れ
た
第
五
七
師

団
で
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
の
進
駐
、
作
戦
準
備
、
福
間
会
戦
な
い
し
は
福
岡
平
地
会

戦
を
想
定
し
た
戦
闘
指
導
要
領
、
部
隊
配
置
、
師
団
の
装
備
、
陣
地
の
連
携
に
関
す

る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
節
は
、
防
空
大
隊
・
高
射
砲
連
隊
の
配
備
に
つ
い
て



　
　
　
宗
像
市
誕
生
の
背
景
と
経
緯

　
内
陸
部
の
旧
宗
像
市
域
は
、
横
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
や
国
道
３
号
が
走

り
、
交
通
の
利
便
性
が
高
か
っ
た
。
大
規
模
店
舗
や
、
む
な
か
た
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

ア
ス
テ
ィ
21
学
術
研
究
拠
点
が
立
地
し
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
文

化
施
設
も
充
実
し
て
い
た
。

　
一
方
、
旧
玄
海
町
は
釣
川
の
ほ
と
り
に
地
域
の
歴
史
的
・
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
、
宗

像
大
社
が
鎮
座
す
る
。
海
岸
線
の
北
に
は
県
内
屈
指
の
水
揚
げ
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
、

南
に
は
神
湊
漁
港
が
あ
る
。
旧
大
島
村
は
魚
介
類
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、
釣
り
堀

な
ど
を
備
え
た
市
海
洋
体
験
施
設
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
が
あ
る
。
合
併
以
前
か
ら
宗

像
市
郡
の
住
民
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
文
化
活
動
な
ど
日
常
の
生
活
圏
は
一
体

化
し
て
い
た
。
行
政
面
で
も
上
・
下
水
道
、
消
防
・
救
急
医
療
、
ご
み
処
理
な
ど
の

分
野
で
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
６
月
、
当
時
の
瀧
口
凡
夫
市
長
が
市
議
会
で
宗
像
市
郡

１
市
３
町
１
村
（
宗
像
市
・
玄
海
町
・
福
間
町
・
津
屋
崎
町
・
大
島
村
）
の
大
同
合

併
の
必
要
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
10
（
98
）
年
３
月
の
玄
海
町
議
会
で
当

時
の
和
田
延
広
町
長
が
「
早
く
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
」
と
宗
像
市
郡
５

町
村
に
よ
る
大
同
合
併
の
考
え
を
表
明
し
た
。
同
年
10
月
に
「
宗
像
市
・
玄
海
町
合

併
研
究
会
」（
市
町
の
職
員
で
構
成
）
が
発
足
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
４
月
の
統
一
地
方
選
で
当
選
し
た
玄
海
町
の

木
村
久
生
町
長
が
初
当
庁
日
の
職
員
へ
の
訓
示
で
「
合
併
論
議
は
町
長
と
議
会
だ
け

で
進
ん
で
き
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
組
織
に
協
力
を
求
め
て

町
民
中
心
の
論
議
を
し
た
い
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

　
一
方
、
早
期
合
併
を
目
指
す
宗
像
市
と
玄
海
町
の
住
民
団
体
「
宗
像
人
の
会
」
が

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
１
月
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
合
併
協
議
会
設
置
を
求

め
る
署
名
簿
を
両
市
町
の
選
管
に
提
出
し
た
。
署
名
数
は
宗
像
市
６
６
９
７
人
分
、

玄
海
町
３
５
４
０
人
分
。
合
併
特
例
法
に
定
め
る
住
民
発
議
に
必
要
な
有
権
者
数
は

50
分
の
１
以
上
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
５
倍
、
22
倍
と
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
２
月
に
は
、
瀧
口
市
長
と
木
村
町
長
に
県
内
で

初
め
て
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
瀧
口
市
長
は
「
合
併
特

例
法
の
精
神
に
沿
っ
て
進
め
た
い
」、
木
村
町
長
は
「
宗
像
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
た

い
」
と
合
併
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。
同
年
４
月
、
宗
像
市
・
玄
海
町
両
議
会

は
、
と
も
に
合
併
協
議
会
設
置
案
を
可
決
し
た
。
住
民
発
議
制
度
を
拡
充
し
た
合
併

特
例
法
に
よ
る
合
併
協
設
置
は
両
市
町
が
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
。

　
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
５
月
、
原
田
慎
太
郎
宗
像
市
長
と
木
村
玄
海
町
長
が
合

併
協
定
書
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
６
月
26
日
に
宗
像
市
・
玄
海
町
の
両

議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
同
16
（
04
）
年
７
月
、
原
田
宗
像
市

長
と
河
辺
健
治
大
島
村
長
が
合
併
協
定
書
に
調
印
し
、
同
年
８
月
、
宗
像
市
と
大
島

村
の
両
議
会
が
合
併
関
連
議
案
を
可
決
し
た
。

（
な
か
は
ら
つ
よ
し
　
現
代
部
会
）

《
史
料
紹
介
》

　

は
じ
め
に

　
宗
像
市
田
野
に
鎮
座
す
る
依
岳
神
社
に
は
、
十
枚
の
棟
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
棟
札
で
は
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
の
年
紀
が
確
認
で
き
、
最
も
新
し
い

棟
札
は
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
で
あ
る
。
現
在
の
本
殿
・
拝
殿
は
、
平
成
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
に
着
手
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
十
枚
の
棟
札
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
中
世
の
宗

像
大
社
の
末
社
で
あ
っ
た
与
里
嶽
神
社
の
役
割
、
信
仰
の
継
続
に
つ
い
て
も
示
し
た

い
。

　
な
お
、
現
在
の
社
名
表
記
は
「
依
岳
神
社
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下

関
係
史
料
及
び
、
す
べ
て
の
棟
札
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
与
里
嶽
神
社
」
の
社
号
を

用
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
宗
像
大
社
に
つ
い
て
は
中
世
の
史
料
表
現

で
あ
る
「
宗
像
社
」
を
用
い
る
。

一　

棟
札
の
紹
介

（
１
）
十
枚
の
棟
札

　
年
代
順
に
通
し
番
号
を
付
け
て
紹
介
し
、
造
営
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

①
　
文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
二
月
十
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営

　
詳
細
は
次
項
（
２
）
に
譲
る
。

②
　
正
保
四
（
一
六
四
三
）
年
三
月
十
六
日 

本
殿
造
営

　
①
②
を
隔
て
る
百
七
十
年
間
に
造
営
・
修
理
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
①
に
書
か
れ
た
文
言
が
②
、
さ
ら
に
③
で
も
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
①
と
②
の
間
に
失
わ
れ
た
棟
札
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

無
か
っ
た
に
せ
よ
、
次
の
文
言
は
①
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
中
心
の
造
営
願
文

の
向
っ
て
右
の
「
右
一
天
下
泰
平
国
土
豊
饒
　
殊
当
郡
郷
内
諸
人
快
楽
」
、
向
っ
て

左
の
「
一
切
諸
願
皆
令
満
足
悉
地
成
就
故
也
」（
②
③
で
は
「
故
」
が
「
所
」
と
な

る
）
で
あ
る
。
新
た
な
造
営
事
業
に
お
い
て
も
古
い
棟
札
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
守
っ
て
き
た
氏
子
の
信
仰
の
源
を
見
る
想
い
で
あ
る
。

　
向
っ
て
左
側
行
の
末
尾
は
「
無
病
息
災
祈
」
と
書
き
止
め
る
が
、
「
災
」
字
を
右

寄
せ
の
小
さ
な
文
字
で
書
い
て
い
る
。
災
い
が
少
な
か
ら
ん
こ
と
の
真
摯
な
祈
り
で

あ
ろ
う
。

③
　
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
四
月
十
四
日 

本
殿
造
営

　
「
本
願
主
華
田
彦
之
尉
」
と
あ
り
、
④
の
「
花
田
彦
次
郎
」
と
同
族
の
祖
で
あ
ろ

う
。

④
　
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
三
月
十
五
日 

拝
殿
造
営

　
こ
の
棟
札
で
初
め
て
「
拝
殿
」
の
文
言
が
み
え
、
「
願
主
　
花
田
彦
次
郎
　
同
重

三
郎
　
社
人
入
江
大
和
」
の
も
と
に
産
土
中
で
協
力
し
て
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
参
道
入
口
の
一
の
鳥
居
に
は
享
保
五
年
寄
進
の
銘
が
あ
っ
て
、
造
営
事
業

に
先
立
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
　
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
七
月
七
日
　
　
　
　
　
本
殿
造
営
・
拝
殿
修
理

　「
寝
［
神
］
殿
上
家
建
立
　
拝
殿
作
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
殿
は
新
造
し
、

拝
殿
に
は
修
理
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑥
　
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
殿
造
営

　「
享
保
辛
丑
（
六
）
歳
、
今
年
明
和
八
辛
卯
孟
冬
迄
年
数
五
十
一
歳
而
改
営
矣
」

と
あ
っ
て
、
④
で
造
営
し
た
拝
殿
を
建
て
替
え
た
こ
と
が
わ
か
り
、
⑤
が
拝
殿
修
理

で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
加
藤
一
純
が
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
着

手
し
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
福
岡
藩
に
献
上
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
附

録
』
巻
三
十
三
宗
像
郡
下
の
田
野
村
与
里
嶽
社
に
は
、「
神
殿
方
一
間
、
拝
殿
二
間

三
間
」「
奉
祀
入
江
大
和
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
造
営
さ
れ
た
拝
殿
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
社
人
も
「
入
江
左
近
藤
原
朝
臣
恒
秀
」
と
あ
り
、
④
か

ら
引
き
続
い
て
代
々
入
江
氏
が
奉
仕
し
て
い
た
。

⑦
　
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
二
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
・
拝
殿
修
理

　「
与
里
嶽
大
明
神
箱
棟
神
殿
拝
殿
作
事
事
」
と
あ
り
、
本
殿
・
拝
殿
そ
れ
ぞ
れ
に

箱
棟
を
取
り
付
け
る
造
作
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
神
主
と
し
て
「
入
江
直
義
、
直

貴
」
の
名
が
見
え
、
入
江
氏
の
奉
仕
が
継
続
し
て
い
る
。

⑧
　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
本
殿
修
理
・
屋
根
葺
替
え

　「
本
殿
大
修
繕　

家
根
檜
皮
改
修
」
と
あ
り
、
⑤
で
新
造
し
た
本
殿
の
大
修
理
を

行
い
、
檜
皮
葺
の
屋
根
に
も
修
理
を
施
し
て
い
る
。
裏
に
も
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
年

の
十
一
月
に
大
正
天
皇
即
位
式
・
大
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨
　
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
　
　
　
　
　
　
社
殿
合
祀

　
与
里
嶽
神
社
本
殿
の
内
に
、
森
俊
神
社
、
須
賀
神
社
、
波
折
神
社
の
三
社
を
合
祀

し
、
境
内
に
別
殿
を
造
営
し
て
、
大
歳
神
社
、
愛
岳
神
社
も
合
祀
し
て
い
る
。「
宗

像
神
社
假
殿
購
入
使
用
」
と
あ
っ
て
、
宗
像
大
社
の
假
殿
に
用
い
た
部
材
を
購
入
し

て
造
営
し
て
い
る
。

⑩
　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
四
月
二
十
五
日
　
　
　
本
殿
屋
根
葺
替
え

　「
檜
皮
葺
乎
銅
板
葺
尓
」
と
あ
っ
て
、
屋
根
が
銅
板
葺
に
変
わ
っ
た
。
⑧
⑨
で
の

神
官
は
「
入
江
洋
」、
⑩
で
は
「
入
江
永
太
郎
」
で
あ
り
、
前
代
と
変
わ
ら
な
い
。

　
①
か
ら
⑩
ま
で
の
棟
札
を
通
覧
す
る
に
、
②
か
ら
⑩
の
棟
札
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に

は
欠
失
し
た
棟
札
は
無
く
、
継
続
し
て
残
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
文
明
三
年
の
棟
札

　
こ
の
棟
札
に
つ
い
て
近
世
の
地
誌
類
で
は
、
唯
一
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
の

み
が
言
及
す
る
。
同
書
は
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
青
柳
種
信
が
編
纂
を
命

じ
ら
れ
て
着
手
し
、
彼
の
死
後
も
息
子
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
も
の
の
遂
に

完
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
評
価
の
高
い
文
献
で
あ

り
、
こ
の
棟
札
の
記
載
に
及
ぶ
の
も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
内
容
は
、
巻
二
十
二
「
依

岳
神
社
」
の
「
古
棟
札
あ
り
、
文
明
三
天
辛
卯
二
月
十
日
　
大
檀
那
宗
形
（
マ
マ
）

朝
臣
氏
郷
と
記
せ
り
」
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
に
棟
札
を
実
見
し
た
折
に
そ
れ
ら

し
き
一
枚
を
確
認
し
た
が
、
肉
眼
で
の
解
読
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
九
州
歴
史
資

料
館
の
ご
協
力
に
よ
り
赤
外
線
撮
影
に
よ
っ
て
文
字
の
解
読
を
試
み
た
。
中
央
願
文

の
向
っ
て
左
行
に
「
文
明
参
天
辛
卯
貮
月
十
日
」
の
年
号
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

中
央
願
文
に
は
「
大
檀
那
宗
像
朝
臣
氏
郷
　
　
当
給
人
吉
家
敬
白
」
と
あ
る
。
大
宮

司
氏
郷
に
つ
い
て
は
、「
正
平
二
十
三
（
一
三
六
八
）
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」
巻
末
、

永
享
九
（
一
四
三
七
）
年
の
「
応
安
神
事
次
第
」
戊
本
巻
末
に
花
押
が
す
え
ら
れ
て

い
る
。
両
史
料
と
も
に
写
本
で
あ
り
花
押
も
写
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
に
氏
郷
が

関
与
し
た
訳
で
は
な
く
、
花
押
も
氏
郷
の
も
の
と
す
る
傍
証
は
無
い
。
氏
郷
に
つ
い

て
の
確
実
な
史
料
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
記
さ
れ
た
通
交
の
記
録
で
あ
る
。
初
見

は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
で
、
文
明
三
年
に
も
遣
使
、
土
貢
献
上
の
記
事
が
あ
る
。

年
代
、
人
名
に
お
い
て
棟
札
と
の
矛
盾
は
な
く
、
あ
え
て
後
世
の
仮
託
等
の
疑
念
を

挟
む
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

　
氏
郷
に
続
く
文
言
「
当
給
人
吉
家
」
と
は
、
吉
家
な
る
人
物
が
与
里
嶽
神
社
が
鎮

座
す
る
田
野
郷
を
、
大
宮
司
家
か
ら
扶
持
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
名
の
読
み
方
、
姓
・
名
で
な
い
こ
と
等
、
未
詳
の
点
が
残

る
。
な
お
、「
吉
家
」
の
向
っ
て
右
側
に
「
大
宮
司
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
文
字
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
お
く
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
大
宮
司
氏
郷
と
吉
家
と
の
関
係
を
示
す
文
言
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
科
学
的
手
法
で
の
解
読
に
期
待
し
た
い
。

　
向
っ
て
右
行
に
は
「
大
工
藤
原
盛
安
」、
同
左
行
に
は
「
小
工
等
」「
大
施
主
印
洞

□（
以
下
読
め
ず
）」
と
あ
る
。
大
施
主
と
書
か
れ
た
印
洞
某
は
下
の
文
字
が
判
読
で

き
な
い
が
法
名
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
願
文
の
「
悉
地
成
就
」
と
い
う
仏
教

用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
社
僧
の
存
在
に
も
想
像

が
膨
ら
む
。

　
こ
の
棟
札
か
ら
は
、
文
明
三
年
に
大
宮
司
氏
郷
が
旦
那
と
な
っ
て
与
里
嶽
神
社
本

殿
が
造
営
さ
れ
た
史
実
を
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
大
宮
司
家
の
社
領

支
配
の
あ
り
方
の
手
が
か
り
と
な
る
は
ず
の
給
人
吉
家
、
施
主
印
洞
某
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

二　

与
里
嶽
神
社
の
歴
史

　
文
明
三
年
の
棟
札
が
、
宗
像
市
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
下
に
お
い
て
も
古
い
棟
札

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
与
里
嶽
神
社
の
史
料
初
見
は
鎌
倉
末
期
成
立

の
「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
で
あ
り
、
社
殿
造
営
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
遡
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
与
里
嶽
神
社
に
つ
い
て
の
関
係
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

（
１
）
中
世

　「
宗
像
大
菩
薩
御
縁
起
」
に
「
与
里
嶽
明
神
」、
正
平
二
十
三
年
成
立
の
「
宗
像
宮

年
中
行
事
」
で
も
「
与
里
嶽
明
神
」
と
記
さ
れ
て
、
宗
像
社
末
社
と
し
て
書
き
上
げ

ら
れ
る
。
後
者
の
記
述
に
よ
る
と
、
神
事
は
毎
月
朔
日
と
十
五
日
の
奉
幣
神
事
、
九

月
九
日
の
神
事
（
御
九
日
神
事
）
と
仁
王
講
会
、
十
二
月
十
九
日
の
嶽
祭
と
仁
王
講

会
で
あ
る
。
一
年
に
二
度
の
大
祭
で
、
仁
王
般
若
経
を
読
誦
し
て
万
民
豊
楽
を
祈
念

す
る
法
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
明
三
年
棟
札
に
み
え
る
施
主
印
洞
某
も
こ
の
法
会

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
成
立
の
「
応
安
神
事
次
第
甲
本
」
に
は
、
よ
り
詳
細
な

嶽
祭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
十
二
月
十
九
日
は
「
与
里
嶽
社
祭
事
」
と
始
ま
る
。

次
い
で
、
森
社
、
織
幡
社
、
宗
像
社
庁
座
神
事
。
翌
日
二
十
日
は
、
許
斐
的
原
嶽
祭

か
ら
始
ま
り
、
宮
地
嶽
社
、
在
自
若
宮
社
、
奴
山
社
と
神
事
を
続
け
、
最
後
に
宗
像

社
庁
座
で
の
直
会
を
も
っ
て
二
日
間
に
亘
る
嶽
祭
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
嶽
祭
は
山
の
神
、
山
の
幸
へ
の
感
謝
祭
、
山
仕
事
の
納
会
で
あ
る
。

　
十
九
日
最
後
の
庁
座
神
事
で
は
梶
取
の
問
答
所
作
が
行
わ
れ
る
。
大
梶
取
役
の
忌

子
禰
宜
が
天
候
を
四
日
間
観
察
し
て
、
宗
像
社
か
ら
東
に
見
え
る
与
里
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
い
、
小
梶
取
役
の
神
主
が
南
の
許
斐
嶽
と
西
の
大
島
嶽
の
雲
の
掛

り
具
合
を
吉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
梶
取
と
は
船
頭
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問

答
は
航
海
の
目
標
で
あ
る
与
里
嶽
、
許
斐
嶽
、
大
島
嶽
へ
の
視
界
が
良
好
で
航
海
が

安
全
で
あ
る
こ
と
の
予
祝
神
事
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一
月
十
九
日
・
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
る
嶽
祭
は
収
穫
祭
、

納
会
に
加
え
て
航
海
安
全
の
祈
願
祭
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
与
里
嶽
神
社
が
鎮
座
す
る
与
里
嶽
は
、
山
の
幸
を
も
た
ら
す
入
会
の
山
で
あ
り
、

航
海
上
の
目
標
と
な
る
山
当
て
の
山
で
も
あ
り
、
人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
宝
の

山
で
あ
り
、
篤
い
信
仰
を
集
め
る
山
で
あ
っ
た
。

　
天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
に
作
成
さ
れ
た
温
科
慰
重
に
与
え
ら
れ
た
領
地
・

屋
敷
の
目
録
が
残
る
が
（
竹
井
文
書
、『
宗
像
市
史
史
料
編
』
中
世
Ⅱ
三
四
一
号
、

平
成
八
年
三
月
、
宗
像
大
社
所
蔵
写
真
）、
そ
こ
に
は
田
野
郷
の
土
地
と
し
て
「
森
・

与
里
嶽
御
供
田
二
段
」「
与
里
嶽
修
理
田
一
段
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
神
事
斎
行
と

と
も
に
、
社
殿
の
存
在
、
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天

正
八
（
一
五
八
〇
）
年
か
ら
十
四
年
の
田
野
郷
の
年
貢
米
注
進
状
（
嶺
家
文
書
、

『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
、
平
成
二
十
一
年
二
月
）
に
与
里
嶽
、
森
嶽
の
神
事
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
神
事
の
さ
ら
な
る
継
続
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
神
事
は
お
そ
ら
く
は
嶽
祭
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
近
世
・
近
代

　
江
戸
時
代
、
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
た
黒
田
氏
が
入
国
し
て
社
寺
は
そ
の
藩
政
下
に

組
み
込
ま
れ
た
。
藩
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に
も
各
々
、
与
里
嶽
社
、
森
社

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
て
、
田
野
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
氏
神
と
し
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
冒
頭
の
棟
札
の
紹
介
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
三
年
に
与
里
嶽
神
社
境
内
に
森

社
が
合
祀
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
地
域
の
信
仰
・
神

事
に
つ
い
て
は
、
古
野
清
人
『
農
耕
儀
礼
の
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
東

海
大
学
出
版
会
）
に
記
さ
れ
た
昭
和
十
一
年
の
古
老
か
ら
の
聞
き
書
を
引
い
て
示
そ

う
。「
昔
の
お
宮
座
は
田
野
に
五
十
軒
の
株
が
あ
っ
た
。
こ
の
株
を
持
っ
て
い
た
の

は
威
張
っ
て
い
た
。（
中
略
）
今
は
全
然
や
ら
な
い
」。
池
田
村
と
田
野
村
が
合
併
し

て
池
野
村
と
な
っ
た
が
、
氏
神
は
「
依
岳
神
社
、
全
員
が
氏
子
」、「
山
ノ
神
祭
り
は

今
は
な
し
。
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
ま
で
は
や
っ
て
い
た
。
猟
を
し
て
獲
物
を
取
っ

て
き
て
お
祭
り
す
る
。
十
二
月
二
十
四
日
に
は
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」と
あ
る
。

近
隣
地
区
も
同
様
に
同
日
の
入
山
を
禁
じ
て
お
り
、
日
に
ち
の
相
違
は
あ
る
が
、
中

世
の
嶽
祭
が
山
仕
事
納
会
の
「
山
ノ
神
祭
り
」
と
し
て
、
入
山
禁
止
の
禁
忌
を
伴
っ

て
継
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　
与
里
嶽
神
社
に
残
さ
れ
て
き
た
棟
札
と
現
存
す
る
文
献
史
料
か
ら
、
社
殿
造
営
、

修
理
の
経
過
や
、
神
事
の
継
続
を
た
ど
っ
て
き
た
。
平
成
十
四
年
の
社
殿
新
造
の
折

の
活
気
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
写
真
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
、「
再
建
資
金
出
資
者
一
覧
」

と
題
す
る
大
き
な
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
、
地
域
ご
と
に
多
く
の
寄
進
者
の
名
前
が
連

ね
ら
れ
て
お
り
、
篤
い
信
仰
の
歴
史
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
叢
か
ら
降
り
注
ぐ
よ
う
な
落
葉
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
境
内
、

掃
き
清
め
ら
れ
た
拝
殿
と
そ
の
奥
の
本
殿
の
厳
か
な
佇
ま
い
は
、
神
の
坐
す
場
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
か
わ
く
ぼ
な
つ
こ
　
中
世
部
会
）

《
書
　
評
》

　
本
書
は
、
題
目
が
示
す
よ
う
に
、
沖
ノ
島
砲
台
や
宗
像
を
中
心
と
し
て
、
北
部
九

州
の
軍
事
遺
跡
と
本
土
決
戦
の
あ
り
方
を
、
膨
大
な
史
資
料
を
引
用
し
つ
つ
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
浩
瀚
な
内
容
の
書
籍
で
あ
る
。
著
者
の
花
田
勝
広
氏
は
宗
像

市
出
身
で
、
滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
勤
務
し
つ
つ
、
宗
像
地

域
の
考
古
学
研
究
を
中
心
に
、
多
く
の
著
述
を
著
し
て
こ
ら
れ
た
。
昨
今
は
『
出
光

佐
三
と
宗
像―

温
故
知
新
と
回
想
』（
宗
像
考
古
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
）
を
著
わ

す
な
ど
、
近
現
代
の
動
向
に
も
造
詣
の
深
い
方
で
あ
る
。

　
ま
え
が
き
で
著
者
は
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
従
来
の
調
査
は
「
銃
後
の
生
活
」

を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
た
め
、
戦
争
の
作
戦
が
解
明
さ
れ
ず
、
戦
争
遺
跡
の
具
体
的

な
位
置
の
検
討
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
「
一
番
の
問
題
点
」
に
挙
げ
る
。
本
研
究
の
目

的
を
著
者
は
こ
う
説
明
す
る
。「
防
衛
研
究
所
戦
史
セ
ン
タ
ー
史
料
を
も
と
に
、
太

平
洋
戦
争
の
実
態
を
現
地
に
残
る
遺
跡
を
通
じ
て
、
史
料
と
遺
跡
を
通
じ
、
解
明
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
戦
争
体
験
者
か
ら
併
せ
て
聞
き
取
り
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
戦
史
遺
跡
の
記
録
化
を
進
め
、
平
和
学
習
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
負
の
歴
史
の
調
査
法
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
」。
さ
ら
に
、
研
究
の
方
法
と
し
て
太
平
洋
戦
争
、
近
代
史
を
「
考
古
学
の
手
法
」

で
解
明
す
る
こ
と
と
説
明
し
、「
戦
史
の
基
本
情
報
で
あ
る
戦
史
遺
跡
地
図
」
を
公

表
し
、
遺
跡
保
存
、
平
和
学
習
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
本
論
は
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
宗
像
地
域
を
中
心
に
、
福
岡
沿
岸

一
帯
の
防
空
施
設
の
配
置
、
作
戦
、
戦
争
遺
跡
の
関
係
資
料
を
、
後
世
の
回
想
録
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章
は
沖
ノ
島
砲
台
の
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
朝
鮮
系
海
峡
要
塞
で
は
壱

岐
、
対
馬
を
中
心
に
軍
艦
攻
撃
用
の
三
〇
な
い
し
は
四
〇
加
農
砲
を
設
置
し
て
い
た

が
、
対
潜
水
艦
対
策
の
た
め
、
一
五
糎
加
農
砲
を
新
た
に
、
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
筑

前
大
島
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
ノ
島
で
は
起
工
が
一
九
三
七
年
六

月
、
竣
工
が
四
〇
年
三
月
で
あ
っ
た
。
一
節
は
、
前
提
と
な
る
作
戦
、
建
設
作
業
、

施
設
を
、
考
古
学
的
調
査
に
基
づ
い
た
絵
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
細
に
紹
介
し
て
い

る
。
二
節
は
、
沖
ノ
島
第
七
中
隊
の
回
想
録
を
踏
ま
え
、
四
三
年
一
〇
月
に
沖
ノ
島

付
近
で
沈
没
し
た
崑
崙
丸
や
四
五
年
の
終
戦
前
の
砲
台
守
備
隊
の
苦
難
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。

　
第
二
章
は
筑
前
大
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
大
島
砲
台
は
一
九
三
五
年
五
月
に
着

工
し
、
三
六
年
一
一
月
に
竣
工
し
た
。
前
章
と
同
じ
く
一
節
は
軍
事
施
設
の
概
要
、

建
設
作
業
の
経
緯
、
軍
事
施
設
の
概
要
、
大
島
砲
台
に
も
置
か
れ
た
四
五
式
一
五
糎

加
農
砲
の
史
料
紹
介
を
し
、
大
島
に
見
ら
れ
る
「
要
塞
第
一
区
地
帯
標
」
は
要
塞
地

帯
法
、
軍
機
保
護
法
を
踏
ま
え
説
明
す
る
。
二
節
は
聞
き
取
り
調
査
に
加
え
、
四
五

年
五
月
の
火
砲
の
移
管
指
示
に
基
づ
く
火
砲
の
移
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
三
章
は
白
島
砲
台
の
調
査
で
あ
る
。
響
灘
の
白
島
砲
台
は
一
九
三
六
年
七
月
に

着
工
し
、
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
同
章
は
、
砲
台
の
建
設
工
事
、
四
一
年
七

月
以
降
の
要
塞
準
備
の
下
令
の
史
料
紹
介
、
白
島
砲
台
と
北
九
州
空
襲
に
関
す
る
回

想
録
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
宗
像
周
辺
へ
の
軍
の
配
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
節
は
宗
像
地
域
の
勤

労
動
員
を
扱
う
。
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
は
一
九
三
九
年
一
〇
月
に
起
工
し
、
四
二
年
五

月
に
開
廠
式
を
行
っ
た
。
国
防
訓
練
場
（
津
屋
崎
飛
行
場
）
は
四
四
年
一
二
月
に
開

場
し
た
。
大
阪
陸
軍
航
空
補
給
廠 

福
間
出
張
所
は
、
四
三
～
四
四
年
に
弾
薬
庫
が
建

設
さ
れ
、福
間
駅
か
ら
引
き
込
み
線
も
敷
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
建
設
作
業
の
た
め
に
、

学
徒
動
員
の
宗
像
高
等
女
学
校
、
宗
像
中
学
な
ど
の
労
働
力
が
投
じ
ら
れ
た
。
本
節

は
施
設
の
概
況
や
関
係
資
料
、
回
想
録
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
節
は
四
一
年
の
独

ソ
戦
勃
発
以
降
の
防
空
連
隊
の
配
置
を
扱
う
。
西
部
防
空
旅
団
の
防
空
二
五
連
隊
は

遠
賀
郡
、
宗
像
郡
に
置
か
れ
、
聴
測
中
隊
・
分
隊
が
配
置
さ
れ
、
四
四
年
六
月
の
八

幡
空
襲
後
に
防
空
部
隊
が
高
射
砲
集
団
と
名
を
変
え
、
高
射
砲
一
三
五
連
隊
の
本
部

は
海
老
津
に
駐
屯
し
、
高
射
砲
集
団
司
令
部
は
芦
屋
に
あ
っ
た
。
高
射
砲
一
三
五
連

隊
は
四
四
年
一
一
月
に
解
隊
さ
れ
、
独
立
照
空
二
一
大
隊
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
中
心

は
春
日
村
に
移
っ
た
。
本
節
は
そ
の
関
係
資
料
や
部
隊
配
置
図
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

四
四
年
夏
に
は
下
関
防
備
隊
津
屋
崎
防
備
衛
所
が
設
置
さ
れ
た
。
本
節
は
四
五
年
八

月
の
兵
器
軍
需
品
船
艇
施
設
の
一
覧
、
下
関
防
備
隊
戦
時
日
誌
に
基
づ
い
た
四
三
年

一
〇
月
か
ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
大
型
船
舶
被
害
の
一
覧
も
掲
載
す
る
。
二
節
は
そ

の
終
わ
り
に
、
北
九
州
高
射
砲
隊
全
体
の
活
動
概
況
一
覧
、
防
空
配
置
図
を
示
し
て

い
る
。

　
第
五
章
の
宗
像
の
本
土
決
戦
に
は
最
も
多
い
頁
数
を
費
や
し
て
い
る
。
一
節
は
北

九
州
沿
岸
に
お
け
る
作
戦
計
画
を
扱
う
。
一
九
四
五
年
二
月
に
一
六
方
面
が
発
足

し
、
四
月
は
そ
の
軍
隷
属
化
で
、
北
部
九
州
を
担
任
す
る
五
六
軍
が
発
足
し
た
。
そ

の
傘
下
で
、
若
松
、
折
尾
、
海
老
津
、
赤
間
、
東
郷
、
福
間
で
教
育
訓
練
、
築
城
作

業
に
専
念
し
た
の
が
第
一
四
五
師
団
だ
っ
た
。
ま
た
、
遠
賀
郡
岡
垣
地
域
に
は
歩
兵

四
一
八
連
隊
が
配
備
さ
れ
、
連
隊
本
部
は
海
老
津
に
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
れ
ら
の
作

戦
計
画
の
史
料
や
編
成
、
軍
事
兵
器
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
二
節
は
福
津
地
域
の
軍

の
配
備
を
扱
う
。
四
五
年
七
月
上
旬
は
三
五
一
師
団
が
古
賀
、
新
宮
に
配
備
さ
れ
、

五
七
師
団
は
福
岡
市
、
粕
屋
郡
、
糸
島
を
中
心
に
作
戦
を
進
め
、
一
四
五
師
団
は
宗

像
に
後
退
し
た
。
本
節
は
こ
の
三
五
一
師
団
の
作
戦
計
画
、
兵
力
配
置
な
ど
の
史
料

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
五
一
師
団
な
ど
を
隷
属
化
に
置
い
た
第
五
六
軍
は
、
四
五
年

八
月
頃
、
敵
上
陸
の
初
動
を
制
す
べ
く
「
福
間
会
戦
指
導
方
策
」
を
策
定
し
た
。
加

え
て
本
節
は
三
五
一
師
団
の
隷
属
下
に
あ
っ
た
歩
兵
三
二
八
連
隊
（
津
屋
崎
）、
三

二
九
連
隊
（
新
宮
）、
三
三
〇
連
隊
（
古
賀
）
の
配
置
、
敗
戦
後
の
一
四
五
師
団
、

三
五
一
師
団
の
兵
器
、
弾
薬
庫
の
処
理
の
詳
細
も
紹
介
す
る
。
三
節
は
「
宗
像
郡
の

ま
と
め
」
と
称
し
、
日
露
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
輸
送
船
・
常
陸
丸
が
一
九
〇

四
年
六
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
艦
隊
に
撃
沈
さ
れ
、
そ
の
際
、
生
存
者
約
九
〇
名
が
沖
ノ
島

で
救
助
さ
れ
る
も
、
多
く
の
遺
体
が
同
島
の
岸
辺
に
漂
着
し
た
こ
と
、
沖
ノ
島
砲
台

と
崑
崙
丸
沈
没
も
踏
ま
え
、
戦
時
中
の
「
負
の
歴
史
」
を
解
明
す
る
必
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
る
。

　
第
六
章
は
福
岡
平
地
の
本
土
決
戦
を
扱
う
。
一
節
は
第
五
七
師
団
戦
争
資
料
に
基

づ
い
た
記
述
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
香
椎
、
早
良
郡
の
海
岸
部
、
粕
屋
郡
、

那
珂
郡
、
筑
紫
郡
を
中
心
に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
満
州
か
ら
転
用
さ
れ
た
第
五
七
師

団
で
あ
っ
た
。
本
節
は
そ
の
進
駐
、
作
戦
準
備
、
福
間
会
戦
な
い
し
は
福
岡
平
地
会

戦
を
想
定
し
た
戦
闘
指
導
要
領
、
部
隊
配
置
、
師
団
の
装
備
、
陣
地
の
連
携
に
関
す

る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
節
は
、
防
空
大
隊
・
高
射
砲
連
隊
の
配
備
に
つ
い
て


